


　伊良部島は、沖縄本島から南

西に約 320km の位置にある

宮古諸島の中の一つで、人口

6,055人、世帯数2,633戸（Ｈ

20.11 月末住基台帳）の小さい

島ながら、美しい海や豊かな自

然など大きな魅力を秘めた島で

す。島の主要産業は農業と漁業

であり、基幹作物としてはやは

りサトウキビです。

その伊良部島で、県内のトップ

を切って昨年 12 月 10 日から

今期サトウキビの製糖操業が始

まりました。

　今期のサトウキビの出来具合

は、天候に恵まれ、台風等の影

響もほとんど受けなかったこと

から昨年よりもしっかりとした

良いキビに育ち、糖度の上昇と

収量の増産が見込まれています。
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八重山ミンサー
やえやまみんさー

群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

語源については諸説ありますが、ミンは「綿」、サーは「狭」の
ことであり、「綿狭織（めんさおり）」又は「綿狭帯（めんさおび）」の下略ではないか
と言われています。中央アジアのアフガニスタン地方に源流をもつ小さな絣の帯が、シ
ルクロードを通じ、チベット、中国等を経て伝来したものと考えられています。
　八重山ミンサーは、綿糸を藍で染めて織った幅一寸五分（約 5.6 センチ）から三寸（約
11.3 センチ）程度の細帯であり、五つと四つの白抜きの四角（□）の絣模様を交互に
連続して配して織られるところに特徴があります。
　五つ玉と四つ玉の組模様は「いつ世までも」との願いが込められており、二本の経
縞は「道を踏み外すことなく、末永く、この愛を育てて欲しい」、また、両脇のムカデ
模様（ヤシラミ織）には「足繁く通って欲しい」との意味があり、女性が愛する男性
のために心を込めて丁寧に織りあげていました。
　八重山地方では、婚約成立の記念に女性から男性にミンサーを贈る風習が近年ま
で続いていました。　

産地組合：竹富町織物事業協同組合
　　　　　石垣市織物事業協同組合
　　　　　（平成元年４月11日伝産指定）
伝統的工芸品とは
伝統的技術又は技法によって製造された工芸品で
経済産業大臣が指定したものをいいます。沖縄に
は13 品目が指定されています。

ミンサーの

（登録商標）

〈表紙写真〉

【さとうきび刈り】

（伊良部島）

年頭のご挨拶

なかゆくい ＊シリーズ⑤　～おぼえてください！合い言葉は“毎日くだもの200グラム!”～

独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構一般公開
OPEN HOUSE 2008について内閣府だより

お知らせ

総務部
平成 21 年度内閣府沖縄担当部局予算概算決定

開発建設部
那覇空港へのご意見を募集しています

仕事の窓①　財務部
第19回法人企業景気予測調査

仕事の窓②　経済産業部
産業クラスター計画OKINAWA型産業振興プロジェクト

仕事の窓③　運輸部
「YOKOSO! JAPAN トラベルマート2008秋」を開催！

仕事の窓④　運輸部
「観光立国推進リレーシンポジウム in 沖縄」を開催！

仕事の窓⑤　運輸部
廃油処理事業について

総　務　部　県内各地で「競争政策に関する有識者との懇談会」を開催

経済産業部・農林水産部　「農商工連携フォーラム in 沖縄」を開催

農林水産部　IPMをご存知ですか

経済産業部　平成20年度工業標準化功労者に対する沖縄総合事務局長表彰

開発建設部　「沖縄の伝統工芸品展」を開催

運　輸　部　平成20年度年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施

内閣府沖縄総合事務局長   福 井　武 弘
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年頭のご挨拶

01

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
（
西
暦
二
〇
〇
九

年
）
の
幕
開
け
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
か
ら
の
我
が
国
経
済
の
状

況
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
米
国
の

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発

し
た
世
界
規
模
の
金
融
危
機
、
株

価
の
暴
落
、
石
油
や
素
材
価
格
の

急
激
な
変
動
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
局
面
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
経
済
に

つ
い
て
も
、　

雇
用
情
勢
の
悪
化

や
中
小
企
業
の
経
営
悪
化

に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
、

比
較
的
堅
調
で
あ
っ
た
沖

縄
観
光
も
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

の
引
き
下
げ
や
円
高
の
影
響
で
、

割
安
感
か
ら
海
外
旅
行
へ
シ
フ
ト

す
る
可
能
性
や
、
景
気
悪
化
に
よ

る
節
約
志
向
で
、
厳
し
く
な
る
と

懸
念
さ
れ
ま
す
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
、
政
府
と
い
た
し
ま
し
て

は
、「
新
経
済
成
長
戦
略
」
の
改

定
や
「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急

総
合
対
策
」、「
生
活
対
策
」
等
の

策
定
に
加
え
、
年
末
に
は
「
生
活

防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
を
と

り
ま
と
め
、
中
小
企
業
等
の
た
め

の
「
緊
急
保
証
制
度
」
の
創
設
や
、

資
金
繰
り
対
策
の
拡
充
強
化
、
地

域
経
営
資
源
を
活
用
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
、
企
業
の
生
産
性
の

向
上
策
、
雇
用
対
策
な
ど
の
取
組

を
加
速
さ
せ
、
充
実
強
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
沖
縄
総
合
事
務
局
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
厳
し
い
経

済
状
況
を
克
服
し
、
平
成
十
四
年

に
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
沖
縄
経
済
の
自
立
的
発

展
を
実
現
す
る
た
め
、
社
会
資
本

整
備
を
始
め
、
離
島
な
ど
の
地
域

活
性
化
、
産
業
人
材
の
育
成
支
援

な
ど
様
々
な
振
興
策
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
計
画
期
間
も
残
り
わ
ず
か
三
年

余
り
に
な
り
、
計
画
実
現
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、

自
立
型
経
済
の
構
築
の
た
め
の
大

変
重
要
な
時
期
で
す
。
沖
縄
県
に

は
、
地
域
資
源
と
し
て
制
定
さ
れ

た
二
四
六
の
件
数
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
全
国
に
比
べ
豊
富
な
こ
れ

ら
の
地
域
資
源
を
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

生
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、

農
商
工
連
携
事
業
や
地
域
資
源
活

用
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
よ
り
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
ブ
ラ
ン
ド
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
沖
縄
総
合

事
務
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
、
沖
縄
県
や
関
係
機
関
と

緊
密
な
連
携
の
下
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
を
含
め
た
基
盤
整
備
、
地
域

経
済
の
活
性
化
策
な
ど
を
推
進

し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
沖
縄
県
の

実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
地
方
分
権
推

進
委
員
会
に
お
い
て
、
国
の
地
方

出
先
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
、
第
二
次
勧
告
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、

引
き
続
き
存
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
行

政
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
を
積
極

的
に
進
め
、
県
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
開
か

れ
た
沖
縄
総
合
事
務
局
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
、
我
が
国
に
と
っ

て
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
と
っ
て
実

り
多
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
沖
縄
総
合
事
務

局
の
業
務
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長

福 

井　

武 

弘

展展展展整整活なの
計
の
計
の
計

余
りり
余て

、
て

立立
自
立立
自
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こ
の
度
、
平
成
21
年
度
内
閣
府
沖
縄

担
当
部
局
予
算
概
算
（
政
府
案
）
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
（
概
算
決
定
額
の
内
訳

は
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）。

  

平
成
21
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
（
平
成
14
年
４
月
施
行
）
及
び
沖

縄
振
興
計
画
（
平
成
14
年
７
月
決
定
）

の
有
効
期
限
、
計
画
期
間
終
了
ま
で
残

す
と
こ
ろ
３
年
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
、
沖
縄
の
優
位
性
や
地
域

特
性
を
活
か
し
た
産
業
・
科
学
技
術
振

興
に
関
す
る
施
策
、
沖
縄
の
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
に
係
る
施
策
、
県
土
の

均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
離
島
・
過
疎

地
域
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
、
総
合
的
・
戦
略
的
な
社

会
資
本
整
備
等
を
重
点
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
内
閣
府
沖
縄
担
当
部

局
が
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
沖
縄

振
興
策
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
紹

介
し
ま
す
。

自
立
型
経
済
の
構
築
に

向
け
た
取
組

1
．未
来
を
ひ
ら
く
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
整
備
事
業

・
情
報
産
業
核
人
材
育
成
支
援
事
業

・
沖
縄
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
信
頼
性
確
保
支

援
事
業
（
21
新
規
）

予算概算決定 1
総　務　部

２
．質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の

形
成

・
高
度
観
光
人
材
育
成
モ
デ
ル
事
業

（
21
新
規
）

・
国
際
観
光
戦
略
モ
デ
ル
事
業
（
21
新

規
）

・
文
化
資
源
活
用
型
観
光
戦
略
モ
デ
ル

構
築
事
業
（
21
新
規
）

・
環
境･

景
観
の
保
全
に
配
慮
し
た
観

光
振
興

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
支
援 

事
業

３
．沖
縄
の
特
性
を
活
か
し
た
創
意
あ

ふ
れ
る
産
業
の
振
興

・
お
き
な
わ
新
産
業
創
出
投
資
事
業

（
21
新
規
）

・
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

・
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

４
．産
業
の
振
興
と
一
体
と
な
っ
た
雇

用
の
安
定

・
雇
用
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

（
21
新
規
）

・
沖
縄
雇
用
最
適
化
支
援
事
業

・
沖
縄
地
域
雇
用
創
出
事
業

・
核
世
代
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
支
援
事
業

５
．こ
れ
か
ら
の
沖
縄
を
担
う
多
様
な

人
材
の
育
成

・
自
立
型
経
済
の
構
築
を
牽
引
す
る
産

業
に
お
け
る
人
材
育
成

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
人
材
育
成
モ
デ
ル
事
業

（
21
新
規
）

　

雇
用
直
結
型
金
融
人
材
育
成
支
援

事
業

・
子
供
科
学
力
養
成
塾
事
業
（
21
新

規
）

・
ア
ジ
ア
青
年
の
家
事
業

IT

科
学
技
術
の
振
興
・
国

際
交
流
拠
点
の
形
成

・
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮

称
）
設
立
構
想
の
推
進

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
整
備
事
業

（
再
掲
）

・
空
港･

港
湾
等
の
社
会
資
本
整
備

　

（
那
覇
空
港
に
お
け
る
滑
走
路
増
設

等
の
抜
本
的
な
空
港
能
力
向
上
方
策

の
推
進
、
那
覇
港･

石
垣
港
に
お
け
る

大
型
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
）

環
境
共
生
型
社
会
の
基

盤
づ
く
り

・
緑
の
美
ら
島
づ
く
り
推
進
事
業
（
21

新
規
）

・
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
支
援
事

業
（
再
掲
）

・
沖
縄
に
お
け
る
赤
土
等
の
発
生
源
対

策
推
進
事
業

・
沖
縄
島
北
部
地
域
生
態
系
保
全
事
業

・
沖
縄
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
普
及
啓
発

に
関
す
る
広
報
調
査
事
業

県
土
の
均
衡
あ
る
発
展

の
た
め
の
取
組

１
．
離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
に

よ
る
地
域
づ
く
り

・
離
島
活
性
化
総
合
支
援
モ
デ
ル
事
業

・
離
島
地
域
広
域
連
携
推
進
モ
デ
ル
事
業

・
自
然･

伝
統
文
化
を
活
か
し
た
交
流

促
進
事
業

・
沖
縄
離
島
振
興
特
別
対
策
事
業

・
離
島
の
社
会
資
本
整
備
（
新
石
垣
空

港
、
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
伊

良
部
架
橋
等
）

２
．
北
部
地
域
の
更
な
る
発
展

・
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業
費

（
非
公
共
）

・
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
特
定
開
発

事
業
推
進
費
（
公
共
）

基
地
負
担
の
軽
減
と
跡

地
利
用
の
推
進

１
．
米
軍
再
編
も
見
据
え
た
跡
地
利

用
の
推
進

・
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
企
画
立
案

等
経
費

・
大
規
模
駐
留
軍
用
地
跡
地
等
利
用
推

進
に
必
要
な
経
費

２
．
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業

・
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別

事
業

 

安
全
・
安
心
な
生
活
の

確
保
の
た
め
の
取
組

・
医
師
確
保
の
促
進
（
無
医
地
区
医
師

派
遣
費
等
補
助
金
等
）

・
医
療
施
設
の
整
備
（
沖
縄
赤
十
字
病

院
の
移
転
新
築
等
）

・
沖
縄
の
戦
後
処
理
対
策
（
沖
縄
不
発

弾
等
対
策
事
業
の
拡
充
等
）

・
旧
軍
飛
行
場
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
分
散
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
特
別

振
興
事
業

沖
縄
の
着
実
な
発
展
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り

１
．
産
業
の
発
展
を
支
え
る
社
会
基

盤
の
整
備

・
沖
縄
西
海
岸
道
路
、
那
覇
空
港
自
動

車
道
、
伊
良
部
架
橋
等
の
整
備

・
那
覇
空
港
に
お
け
る
滑
走
路
増
設
等

の
抜
本
的
な
空
港
能
力
向
上
方
策
の

推
進
（
再
掲
）

・
新
石
垣
空
港
の
整
備
（
再
掲
）

・
那
覇
港･

石
垣
港
に
お
け
る
大
型
旅

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
（
再
掲
）

・
農
林
水
産
業
の
振
興
に
係
る
生
産
基

盤
の
整
備

２
．
県
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
整
備

・
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
（
大
保
ダ

ム
、
無
電
柱
化
の
推
進
等
）

・
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
（
新
石
川
浄

水
場
等
）

・
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

※
平
成
21
年
度
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局

予
算
概
算
決
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

内
閣
府
Ｈ
Ｐ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://www8.cao.go.jp/
okinawa/3/33.html

1

3

Ⅰ

平成21年度
内閣府沖縄担当部局

ⅡⅢ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ

Ⅵ

事　項
前年度

予算額

平成21

年度概算

決定額

対前年度比

増△減額 比　率

Ⅰ．基本的政策企画立案等経費 24,282 24,449 167 100.7

１．沖縄振興計画推進・評価調査費 100 170 70 170.0

２．沖縄における産業・科学技術振興関係経費 6,177 8,152 1,975 132.0

３．沖縄離島活性化特別事業費等 327 338 11 103.3

４．普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費 333 333 1 100.2

５．沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費 1,569 33 △ 1,536 2.1

６．沖縄北部特別振興対策事業費 5,000 5,000 0 100.0

７．沖縄特別振興対策調整費等（再掲分を含む） 5,000 5,000 0 100.0

８その他 6,082 5,865 △ 217 96.4

Ⅱ．沖縄振興開発事業費等 230,851 220,244 △10,607 95.4

１．沖縄振興開発事業費 226,614 216,623 △9,991 95.6

　　（１）公共事業関係費 206,085 196,905 △ 9,180 95.5

　　（２）沖縄教育振興事業費 9,888 9,888 0 100.0

　　（３) 沖縄新大学院大学施設整備費 6,286 5,511 △ 775 87.7

　　（４）沖縄保健衛生等対策諸費 1,342 1,342 △ 1 100.0

　　（５）沖縄農業振興費 3,013 2,978 △ 35 98.8

２．沖縄振興特別交付金 90 90 0 100.0

３．戦後処理経費 526 527 0 100.1

４．沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費 69 54 △ 15 78.1

５．沖縄振興開発金融公庫補給金 3,551 2,950 △ 601 83.1

計 255,133 244,693 △10,440 95.9

平成 21 年度内閣府沖縄担当部局予算概算決定額（単位：百万円・％）
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こ
の
度
、
平
成
21
年
度
内
閣
府
沖
縄

担
当
部
局
予
算
概
算
（
政
府
案
）
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
（
概
算
決
定
額
の
内
訳

は
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）。

  

平
成
21
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
（
平
成
14
年
４
月
施
行
）
及
び
沖

縄
振
興
計
画
（
平
成
14
年
７
月
決
定
）

の
有
効
期
限
、
計
画
期
間
終
了
ま
で
残

す
と
こ
ろ
３
年
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
、
沖
縄
の
優
位
性
や
地
域

特
性
を
活
か
し
た
産
業
・
科
学
技
術
振

興
に
関
す
る
施
策
、
沖
縄
の
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
に
係
る
施
策
、
県
土
の

均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
離
島
・
過
疎

地
域
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
、
総
合
的
・
戦
略
的
な
社

会
資
本
整
備
等
を
重
点
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
内
閣
府
沖
縄
担
当
部

局
が
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
沖
縄

振
興
策
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
紹

介
し
ま
す
。

自
立
型
経
済
の
構
築
に

向
け
た
取
組

1
．未
来
を
ひ
ら
く
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
整
備
事
業

・
情
報
産
業
核
人
材
育
成
支
援
事
業

・
沖
縄
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
信
頼
性
確
保
支

援
事
業
（
21
新
規
）

予算概算決定 1
総　務　部

２
．質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の

形
成

・
高
度
観
光
人
材
育
成
モ
デ
ル
事
業

（
21
新
規
）

・
国
際
観
光
戦
略
モ
デ
ル
事
業
（
21
新

規
）

・
文
化
資
源
活
用
型
観
光
戦
略
モ
デ
ル

構
築
事
業
（
21
新
規
）

・
環
境･

景
観
の
保
全
に
配
慮
し
た
観

光
振
興

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
支
援 

事
業

３
．沖
縄
の
特
性
を
活
か
し
た
創
意
あ

ふ
れ
る
産
業
の
振
興

・
お
き
な
わ
新
産
業
創
出
投
資
事
業

（
21
新
規
）

・
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

・
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

４
．産
業
の
振
興
と
一
体
と
な
っ
た
雇

用
の
安
定

・
雇
用
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

（
21
新
規
）

・
沖
縄
雇
用
最
適
化
支
援
事
業

・
沖
縄
地
域
雇
用
創
出
事
業

・
核
世
代
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
支
援
事
業

５
．こ
れ
か
ら
の
沖
縄
を
担
う
多
様
な

人
材
の
育
成

・
自
立
型
経
済
の
構
築
を
牽
引
す
る
産

業
に
お
け
る
人
材
育
成

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
人
材
育
成
モ
デ
ル
事
業

（
21
新
規
）

　

雇
用
直
結
型
金
融
人
材
育
成
支
援

事
業

・
子
供
科
学
力
養
成
塾
事
業
（
21
新

規
）

・
ア
ジ
ア
青
年
の
家
事
業

IT

科
学
技
術
の
振
興
・
国

際
交
流
拠
点
の
形
成

・
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮

称
）
設
立
構
想
の
推
進

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
整
備
事
業

（
再
掲
）

・
空
港･

港
湾
等
の
社
会
資
本
整
備

　

（
那
覇
空
港
に
お
け
る
滑
走
路
増
設

等
の
抜
本
的
な
空
港
能
力
向
上
方
策

の
推
進
、
那
覇
港･

石
垣
港
に
お
け
る

大
型
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
）

環
境
共
生
型
社
会
の
基

盤
づ
く
り

・
緑
の
美
ら
島
づ
く
り
推
進
事
業
（
21

新
規
）

・
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
支
援
事

業
（
再
掲
）

・
沖
縄
に
お
け
る
赤
土
等
の
発
生
源
対

策
推
進
事
業

・
沖
縄
島
北
部
地
域
生
態
系
保
全
事
業

・
沖
縄
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
普
及
啓
発

に
関
す
る
広
報
調
査
事
業

県
土
の
均
衡
あ
る
発
展

の
た
め
の
取
組

１
．
離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化
に

よ
る
地
域
づ
く
り

・
離
島
活
性
化
総
合
支
援
モ
デ
ル
事
業

・
離
島
地
域
広
域
連
携
推
進
モ
デ
ル
事
業

・
自
然･

伝
統
文
化
を
活
か
し
た
交
流

促
進
事
業

・
沖
縄
離
島
振
興
特
別
対
策
事
業

・
離
島
の
社
会
資
本
整
備
（
新
石
垣
空

港
、
石
垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
伊

良
部
架
橋
等
）

２
．
北
部
地
域
の
更
な
る
発
展

・
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業
費

（
非
公
共
）

・
沖
縄
北
部
特
別
振
興
対
策
特
定
開
発

事
業
推
進
費
（
公
共
）

基
地
負
担
の
軽
減
と
跡

地
利
用
の
推
進

１
．
米
軍
再
編
も
見
据
え
た
跡
地
利

用
の
推
進

・
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
企
画
立
案

等
経
費

・
大
規
模
駐
留
軍
用
地
跡
地
等
利
用
推

進
に
必
要
な
経
費

２
．
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業

・
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別

事
業

 

安
全
・
安
心
な
生
活
の

確
保
の
た
め
の
取
組

・
医
師
確
保
の
促
進
（
無
医
地
区
医
師

派
遣
費
等
補
助
金
等
）

・
医
療
施
設
の
整
備
（
沖
縄
赤
十
字
病

院
の
移
転
新
築
等
）

・
沖
縄
の
戦
後
処
理
対
策
（
沖
縄
不
発

弾
等
対
策
事
業
の
拡
充
等
）

・
旧
軍
飛
行
場
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
分
散
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
特
別

振
興
事
業

沖
縄
の
着
実
な
発
展
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り

１
．
産
業
の
発
展
を
支
え
る
社
会
基

盤
の
整
備

・
沖
縄
西
海
岸
道
路
、
那
覇
空
港
自
動

車
道
、
伊
良
部
架
橋
等
の
整
備

・
那
覇
空
港
に
お
け
る
滑
走
路
増
設
等

の
抜
本
的
な
空
港
能
力
向
上
方
策
の

推
進
（
再
掲
）

・
新
石
垣
空
港
の
整
備
（
再
掲
）

・
那
覇
港･

石
垣
港
に
お
け
る
大
型
旅

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
（
再
掲
）

・
農
林
水
産
業
の
振
興
に
係
る
生
産
基

盤
の
整
備

２
．
県
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
整
備

・
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
（
大
保
ダ

ム
、
無
電
柱
化
の
推
進
等
）

・
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
（
新
石
川
浄

水
場
等
）

・
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

※
平
成
21
年
度
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局

予
算
概
算
決
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

内
閣
府
Ｈ
Ｐ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://www8.cao.go.jp/
okinawa/3/33.html

1

3

Ⅰ

平成21年度
内閣府沖縄担当部局

ⅡⅢ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅶ

Ⅵ

事　項
前年度

予算額

平成21

年度概算

決定額

対前年度比

増△減額 比　率

Ⅰ．基本的政策企画立案等経費 24,282 24,449 167 100.7

１．沖縄振興計画推進・評価調査費 100 170 70 170.0

２．沖縄における産業・科学技術振興関係経費 6,177 8,152 1,975 132.0

３．沖縄離島活性化特別事業費等 327 338 11 103.3

４．普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費 333 333 1 100.2

５．沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費 1,569 33 △ 1,536 2.1

６．沖縄北部特別振興対策事業費 5,000 5,000 0 100.0

７．沖縄特別振興対策調整費等（再掲分を含む） 5,000 5,000 0 100.0

８その他 6,082 5,865 △ 217 96.4

Ⅱ．沖縄振興開発事業費等 230,851 220,244 △10,607 95.4

１．沖縄振興開発事業費 226,614 216,623 △9,991 95.6

　　（１）公共事業関係費 206,085 196,905 △ 9,180 95.5

　　（２）沖縄教育振興事業費 9,888 9,888 0 100.0

　　（３) 沖縄新大学院大学施設整備費 6,286 5,511 △ 775 87.7

　　（４）沖縄保健衛生等対策諸費 1,342 1,342 △ 1 100.0

　　（５）沖縄農業振興費 3,013 2,978 △ 35 98.8

２．沖縄振興特別交付金 90 90 0 100.0

３．戦後処理経費 526 527 0 100.1

４．沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費 69 54 △ 15 78.1

５．沖縄振興開発金融公庫補給金 3,551 2,950 △ 601 83.1

計 255,133 244,693 △10,440 95.9

平成 21 年度内閣府沖縄担当部局予算概算決定額（単位：百万円・％）
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那覇空港への  ご意見を募集しています
（１２月１５日～２月６日）2

開発建設部

那
覇
空
港
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
て

　

那
覇
空
港
は
、
滑
走
路
１
本
の
空
港

と
し
て
は
国
内
で
２
番
目
に
利
用
度
の

高
い
空
港
で
す
。

　

観
光
客
を
中
心
に
旅
客
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
貨
物
輸
送
に
お
い
て
も
生

活
物
資
の
輸
送
や
農
水
産
物
の
出
荷
等
、

様
々
な
形
で
利
用
さ
れ
、
那
覇
空
港
へ

の
依
存
度
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
や
年

末
年
始
な
ど
を
中
心
に
、
希
望
す
る
便

の
予
約
が
取
れ
ず
、
沖
縄
へ
の
訪
問
を

取
り
や
め
る
人
も
お
り
、
県
経
済
に
影

響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
14
年
12
月
の

国
の
交
通
政
策
審
議
会
航
空
分
科
会
答

申
に
お
い
て
、「
那
覇
空
港
は
、
将
来
的

に
需
給
が
逼
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
国
と
地
域
が
連
携
し
て
『
総

合
的
な
調
査
』
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
国
と
県
で
は
、
平

成
15
年
度
か
ら
那
覇
空
港
の
将
来
整
備

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調

査
の
結
果

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
国
土
交

通
省
大
阪
航
空
局
、
沖
縄
県
の
三
者
で

は
、
那
覇
空
港
調
査
連
絡
調
整
会
議
を

設
置
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
19
年

度
に
か
け
て
、「
那
覇
空
港
の
総
合
的

な
調
査
」（
以
後「
調
査
段
階
」と
い
う
。）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
、
住
民
参
画
を
目
的
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ

Ｉ
）
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｉ
は
、
透
明
性
・
公
正
性
を
確
保

す
る
た
め
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
「
那

覇
空
港
調
査
Ｐ
Ｉ
評
価
委
員
会
」
の
評

価
、
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
ま

し
た
。

　

Ｐ
Ｉ
に
は
、
多
く
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
、
ス
テ
ッ
プ
3
で
は
、
約

1
万
2
千
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

構
想
段
階
の
検
討
方
法

　

構
想
段
階
で
は
、
複
数
の
選
択
肢
か

ら
滑
走
路
の
概
ね
の
位
置
、
方
位
、
規

模
等
の
基
本
的
な
諸
元
に
関
す
る
一
つ

の
候
補
地
を
選
定
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務

局
、
国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
、
沖
縄

県
の
三
者
で
、「
那
覇
空
港
構
想
・
施

設
計
画
検
討
協
議
会
」
を
設
置
し
、
Ｐ

Ｉ
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
調
査

段
階
で
提
示
し
た
滑
走
路
増
設
３
案
を

基
本
に
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

構
想
段
階
で
は
、
学
識
経
験
者
等
で

構
成
す
る
「
那
覇
空
港
技
術
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
空
港
計
画
や
環
境
面

等
様
々
な
観
点
か
ら
、
指
導
・
助
言
を

頂
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｉ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

透
明
性
・
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

第
三
者
機
関
で
あ
る
「
那
覇
空
港
構
想

段
階
Ｐ
Ｉ
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
、

評
価
・
助
言
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
過
程
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
Ｐ
Ｉ
の
た
め
の
レ

ポ
ー
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
す 13

2

ステップ1 ステップ2 ステップ3
情報提供及び意見収集期間 平成 17 年 8月 1日～ 9月 30 日 平成 18 年 8月 1日～ 10 月 31 日 平成 19 年 8月 29 日～ 10 月 28 日

PI への参加人数 977 人 2,205 人 9,409 人

アンケート回収数 998 件 1,337 件 12,527 件
意見総数 697 件 2,404 件 20.951 件

PI（パブリック・インボルブメント）とは
公共事業の計画策定等において、国民や地域住民の方が計画に係わる情報を得て、意見を表明できるような場を設け、
対話などを通して寄せられた意見を計画に反映する取組のことです。

構
想
段
階
で
は

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、

２
本
目
の
滑
走
路
の
概
ね
の
配
置
を

決
定
し
ま
す
。

総合的な調査段階ＰＩ活動結果

構想段階終了後の

流れ

構
想
段
階
で
は

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
等
を

踏
ま
え
、
２
本
目
の
滑
走
路
の

概
ね
の
配
置
を
決
定
し
ま
す
。

総合的な調査の流れ
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那覇空港への  ご意見を募集しています
（１２月１５日～２月６日）2

開発建設部

那
覇
空
港
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
て

　

那
覇
空
港
は
、
滑
走
路
１
本
の
空
港

と
し
て
は
国
内
で
２
番
目
に
利
用
度
の

高
い
空
港
で
す
。

　

観
光
客
を
中
心
に
旅
客
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
貨
物
輸
送
に
お
い
て
も
生

活
物
資
の
輸
送
や
農
水
産
物
の
出
荷
等
、

様
々
な
形
で
利
用
さ
れ
、
那
覇
空
港
へ

の
依
存
度
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
や
年

末
年
始
な
ど
を
中
心
に
、
希
望
す
る
便

の
予
約
が
取
れ
ず
、
沖
縄
へ
の
訪
問
を

取
り
や
め
る
人
も
お
り
、
県
経
済
に
影

響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
14
年
12
月
の

国
の
交
通
政
策
審
議
会
航
空
分
科
会
答

申
に
お
い
て
、「
那
覇
空
港
は
、
将
来
的

に
需
給
が
逼
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
合
意
形
成
を
図

り
つ
つ
、
国
と
地
域
が
連
携
し
て
『
総

合
的
な
調
査
』
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
国
と
県
で
は
、
平

成
15
年
度
か
ら
那
覇
空
港
の
将
来
整
備

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調

査
の
結
果

　

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
国
土
交

通
省
大
阪
航
空
局
、
沖
縄
県
の
三
者
で

は
、
那
覇
空
港
調
査
連
絡
調
整
会
議
を

設
置
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
19
年

度
に
か
け
て
、「
那
覇
空
港
の
総
合
的

な
調
査
」（
以
後「
調
査
段
階
」と
い
う
。）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
、
住
民
参
画
を
目
的
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ

Ｉ
）
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｉ
は
、
透
明
性
・
公
正
性
を
確
保

す
る
た
め
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
「
那

覇
空
港
調
査
Ｐ
Ｉ
評
価
委
員
会
」
の
評

価
、
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
ま

し
た
。

　

Ｐ
Ｉ
に
は
、
多
く
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
、
ス
テ
ッ
プ
3
で
は
、
約

1
万
2
千
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

構
想
段
階
の
検
討
方
法

　

構
想
段
階
で
は
、
複
数
の
選
択
肢
か

ら
滑
走
路
の
概
ね
の
位
置
、
方
位
、
規

模
等
の
基
本
的
な
諸
元
に
関
す
る
一
つ

の
候
補
地
を
選
定
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務

局
、
国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
、
沖
縄

県
の
三
者
で
、「
那
覇
空
港
構
想
・
施

設
計
画
検
討
協
議
会
」
を
設
置
し
、
Ｐ

Ｉ
の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
調
査

段
階
で
提
示
し
た
滑
走
路
増
設
３
案
を

基
本
に
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

構
想
段
階
で
は
、
学
識
経
験
者
等
で

構
成
す
る
「
那
覇
空
港
技
術
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
空
港
計
画
や
環
境
面

等
様
々
な
観
点
か
ら
、
指
導
・
助
言
を

頂
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｐ
Ｉ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

透
明
性
・
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

第
三
者
機
関
で
あ
る
「
那
覇
空
港
構
想

段
階
Ｐ
Ｉ
評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
、

評
価
・
助
言
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
過
程
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
Ｐ
Ｉ
の
た
め
の
レ

ポ
ー
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。
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ステップ1 ステップ2 ステップ3
情報提供及び意見収集期間 平成 17 年 8月 1日～ 9月 30 日 平成 18 年 8月 1日～ 10 月 31 日 平成 19 年 8月 29 日～ 10 月 28 日

PI への参加人数 977 人 2,205 人 9,409 人

アンケート回収数 998 件 1,337 件 12,527 件
意見総数 697 件 2,404 件 20.951 件

PI（パブリック・インボルブメント）とは
公共事業の計画策定等において、国民や地域住民の方が計画に係わる情報を得て、意見を表明できるような場を設け、
対話などを通して寄せられた意見を計画に反映する取組のことです。

構
想
段
階
で
は

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
、

２
本
目
の
滑
走
路
の
概
ね
の
配
置
を

決
定
し
ま
す
。

総合的な調査段階ＰＩ活動結果

構想段階終了後の

流れ

構
想
段
階
で
は

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
等
を

踏
ま
え
、
２
本
目
の
滑
走
路
の

概
ね
の
配
置
を
決
定
し
ま
す
。

総合的な調査の流れ
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滑
走
路
増
設
案
の
作
成

　

滑
走
路
増
設
案
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
調
査
段
階
で
示
し
た
滑
走
路
増
設

案
を
基
本
に
行
い
、
前
提
条
件
で
あ
る

航
空
需
要
予
測
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

知
見
や
デ
ー
タ
を
取
り
入
れ
た
予
測
モ

デ
ル
（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
の
航
空
需
要
予
測
手
法
）
を

用
い
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
指
標
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
最
新
の
デ
ー

タ
を
使
用
し
て
算
定
し
ま
し
た
。

　

空
港
能
力
（
滑
走
路
処
理
容
量
）
に

つ
い
て
は
、
滑
走
路
横
断
等
の
地
上
特

性
や
那
覇
空
港
周
辺
地
域
の
現
状
等
を

踏
ま
え
て
算
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
配
置
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
空
港
計
画
と
の
整
合
、
環

境
影
響
低
減
、
コ
ス
ト
縮
減
と
い
っ
た

留
意
事
項
を
踏
ま
え
、検
討
し
ま
し
た
。

　

詳
細
な
検
討
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
Ｐ
Ｉ
レ

ポ
ー
ト
、
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。滑

走
路
増
設
案
の
選
定

に
向
け
て

　

今
後
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
、
滑
走
路
増
設
案
を
１
案
選

定
し
、
事
業
実
施
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

島
嶼
県
沖
縄
に
と
っ
て
、
人
流
・
物

流
に
お
け
る
那
覇
空
港
の
役
割
は
大
き

く
、
滑
走
路
増
設
は
、
県
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
や
仕
事
と
様
々
な
場
面
で
強
く

結
び
つ
い
た
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
が
東
京
と
同
距
離
圏
に

経
済
成
長
の
著
し
い
東
ア
ジ
ア
の
主
要

都
市
が
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
優
位

性
を
活
か
し
た「
国
際
貨
物
基
地
構
想
」

が
２
０
０
9
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
の
振
興
発
展
を

図
る
上
で
も
、
那
覇
空
港
の
果
た
す
役

割
は
よ
り
一
層
大
き
く
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
「
よ
り
よ
い
那
覇
空
港
」、「
県
民
に

役
立
つ
那
覇
空
港
」を
実
現
す
る
た
め
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

45 滑
走
路
増
設
案
は
施
設
規
模
や

留
意
事
項
を
踏
ま
え

２
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

滑
走
路
増
設
案
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

開発建設部

那覇空港へのご意見を募集しています
（１２月１５日～２月６日）2

増設する
滑走路長は
2700mです

内閣府沖縄総合事務局 開発建設部 那覇空港プロジェクト室
〒900-0006　沖縄県那覇市おもろまち2-1-1
TEL：098-866-1970　FAX：098-861-9916
ＨＰアドレス：http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/information/
　　　　　nahakuukou/index.htm

ご意見・
お問い合わせ先

検索那覇空港プロジェクト

【那覇空港構想段階PI のためのレポート】

配布場所 ●那覇空港
 ●モノレール各駅
 ●沖縄総合事務局
 ●沖縄県交通政策課
 ●県行政センター
 ●県内各市町村窓口
 ●ＰＩ説明会会場
　　  　など

募集期間

平成 21 年２月６日まで

【実施期間】　平成20年12月15日▶平成21年2月6日
説明会 :
１/14 ㈬ おきでんふれあいホール (14:00~15:00)
１/15 ㈭ 沖縄市民会館 (中ホール )(14:00~15:00)
１/20 ㈫ 沖縄県庁 4階講堂 (10:00~11:00)
１/20 ㈫ 糸満市農村環境改善センター (14:00~15:00)
１/21 ㈬ 豊見城市立中央公民館 (中ホール）(14:00~15:00)
１/29 ㈭ 浦添市産業振興センター・結の街　（大研修室 )(14:00~15:00)
１/30 ㈮ 名護市労働福祉センター (14:00~15:00)

シンポジウム：
１/８㈭ パﾚｯﾄ市民劇場(15:00~17:00)

パネル展示： 
12/22 ㈪ ~12/26 ㈮うるま市役所 /北谷町役場 / 本部町役場 /与那原町
役場
１/６㈫ ~２/６㈮ 県庁 1階県民ホール (土日祝除く )
１/ ６㈫ ~１/16 ㈮ 豊見城市役所 (土日祝除く )
１/ ７㈬ ~２/６㈮ 那覇空港 2階ウェルカムホール
１/13 ㈪ ~ １/23 ㈮ 糸満市役所 (土日祝除く )
１/13 ㈪ ~ １/16 ㈮ 金武町役場 /てぃるる
１/19 ㈪ ~ １/30 ㈮ 那覇市役所 (土日祝除く )
１/19 ㈪ ~ １/23 ㈮ 石垣市役所 /浦添市役所 /宜野湾市役所
１/26 ㈪ ~ １/30 ㈮ 南城市役所/西原町役場/八重瀬町役場/宮古空港
１/28 ㈬ ~ ２/ ２㈪ 県立図書館 (本館 :那覇市寄宮 )
２/２㈪ ~２/６㈮ 名護市役所

●資料配付場所：
沖縄総合事務局那覇空港プロジェクト室、沖縄県交通政策課、県行政情報セ
ンター（県庁、宮古・八重山支庁、北部合同庁舎）、那覇空港、モノレール各駅、
ローソン（一部店舗）

施期間】期間】施期 平成平成20年年112月1515日▶▶平成平成2121年2月6日
会 :

那覇空港の構想段階PI

配布して
います！
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滑
走
路
増
設
案
の
作
成

　

滑
走
路
増
設
案
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
調
査
段
階
で
示
し
た
滑
走
路
増
設

案
を
基
本
に
行
い
、
前
提
条
件
で
あ
る

航
空
需
要
予
測
に
つ
い
て
は
、
最
新
の

知
見
や
デ
ー
タ
を
取
り
入
れ
た
予
測
モ

デ
ル
（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
の
航
空
需
要
予
測
手
法
）
を

用
い
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
指
標
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
最
新
の
デ
ー

タ
を
使
用
し
て
算
定
し
ま
し
た
。

　

空
港
能
力
（
滑
走
路
処
理
容
量
）
に

つ
い
て
は
、
滑
走
路
横
断
等
の
地
上
特

性
や
那
覇
空
港
周
辺
地
域
の
現
状
等
を

踏
ま
え
て
算
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
配
置
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
空
港
計
画
と
の
整
合
、
環

境
影
響
低
減
、
コ
ス
ト
縮
減
と
い
っ
た

留
意
事
項
を
踏
ま
え
、検
討
し
ま
し
た
。

　

詳
細
な
検
討
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
Ｐ
Ｉ
レ

ポ
ー
ト
、
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。滑

走
路
増
設
案
の
選
定

に
向
け
て

　

今
後
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
、
滑
走
路
増
設
案
を
１
案
選

定
し
、
事
業
実
施
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

島
嶼
県
沖
縄
に
と
っ
て
、
人
流
・
物

流
に
お
け
る
那
覇
空
港
の
役
割
は
大
き

く
、
滑
走
路
増
設
は
、
県
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
や
仕
事
と
様
々
な
場
面
で
強
く

結
び
つ
い
た
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
が
東
京
と
同
距
離
圏
に

経
済
成
長
の
著
し
い
東
ア
ジ
ア
の
主
要

都
市
が
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
優
位

性
を
活
か
し
た「
国
際
貨
物
基
地
構
想
」

が
２
０
０
9
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
の
振
興
発
展
を

図
る
上
で
も
、
那
覇
空
港
の
果
た
す
役

割
は
よ
り
一
層
大
き
く
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
「
よ
り
よ
い
那
覇
空
港
」、「
県
民
に

役
立
つ
那
覇
空
港
」を
実
現
す
る
た
め
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

45 滑
走
路
増
設
案
は
施
設
規
模
や

留
意
事
項
を
踏
ま
え

２
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

滑
走
路
増
設
案
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

開発建設部

那覇空港へのご意見を募集しています
（１２月１５日～２月６日）2

増設する
滑走路長は
2700mです

内閣府沖縄総合事務局 開発建設部 那覇空港プロジェクト室
〒900-0006　沖縄県那覇市おもろまち2-1-1
TEL：098-866-1970　FAX：098-861-9916
ＨＰアドレス：http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/information/
　　　　　nahakuukou/index.htm

ご意見・
お問い合わせ先

検索那覇空港プロジェクト

【那覇空港構想段階PI のためのレポート】

配布場所 ●那覇空港
 ●モノレール各駅
 ●沖縄総合事務局
 ●沖縄県交通政策課
 ●県行政センター
 ●県内各市町村窓口
 ●ＰＩ説明会会場
　　  　など

募集期間

平成 21 年２月６日まで

【実施期間】　平成20年12月15日▶平成21年2月6日
説明会 :
１/14 ㈬ おきでんふれあいホール (14:00~15:00)
１/15 ㈭ 沖縄市民会館 (中ホール )(14:00~15:00)
１/20 ㈫ 沖縄県庁 4階講堂 (10:00~11:00)
１/20 ㈫ 糸満市農村環境改善センター (14:00~15:00)
１/21 ㈬ 豊見城市立中央公民館 (中ホール）(14:00~15:00)
１/29 ㈭ 浦添市産業振興センター・結の街　（大研修室 )(14:00~15:00)
１/30 ㈮ 名護市労働福祉センター (14:00~15:00)

シンポジウム：
１/８㈭ パﾚｯﾄ市民劇場(15:00~17:00)

パネル展示： 
12/22 ㈪ ~12/26 ㈮うるま市役所 /北谷町役場 / 本部町役場 /与那原町
役場
１/６㈫ ~２/６㈮ 県庁 1階県民ホール (土日祝除く )
１/ ６㈫ ~１/16 ㈮ 豊見城市役所 (土日祝除く )
１/ ７㈬ ~２/６㈮ 那覇空港 2階ウェルカムホール
１/13 ㈪ ~ １/23 ㈮ 糸満市役所 (土日祝除く )
１/13 ㈪ ~ １/16 ㈮ 金武町役場 /てぃるる
１/19 ㈪ ~ １/30 ㈮ 那覇市役所 (土日祝除く )
１/19 ㈪ ~ １/23 ㈮ 石垣市役所 /浦添市役所 /宜野湾市役所
１/26 ㈪ ~ １/30 ㈮ 南城市役所/西原町役場/八重瀬町役場/宮古空港
１/28 ㈬ ~ ２/ ２㈪ 県立図書館 (本館 :那覇市寄宮 )
２/２㈪ ~２/６㈮ 名護市役所

●資料配付場所：
沖縄総合事務局那覇空港プロジェクト室、沖縄県交通政策課、県行政情報セ
ンター（県庁、宮古・八重山支庁、北部合同庁舎）、那覇空港、モノレール各駅、
ローソン（一部店舗）

施期間】期間】施期 平成平成20年年112月1515日▶▶平成平成2121年2月6日
会 :

那覇空港の構想段階PI

配布して
います！
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〜
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調
査
）沖
縄
管
内
分

【調査の目的】
本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計報告調整
法に基づく承認統計調査として年４回（２、５、８、
11月）実施。

【調査の時点】　 平成２０年11月２５日

【調査対象期間】
　判断項目／
　20年10～12月期及び12月末見込み
　21年1～3月期及び3月末見通し
　21年4～6月期及び6月末見通し
　計数項目／
　20年度上期実績及び20年度下期実績見込み

調査の概要調査の概要

ＢＳＩの計算法
（Business Survey Index）

例　「景況判断」の場合
前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％
「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％
「不明」と回答した企業の構成比… 5.0％

ＢＳＩ＝
（「上昇」と回答した企業の構成比40.0％）
－（「下降」と回答した企業の構成比30.0％）
　　　　　＝10.0％ポイント

回収率
（％）

対　象
企業数

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

130
23
107
30
9
6
21
25

119
23
96
22
9
6
20
23

91.5
100.0
89.7
73.3
100.0
100.0
95.2
92.0

回　答
企業数

（単位：社）

現状は「下降」超幅が拡大、先行きは「下降」超で推移する見通し

現状、先行きとも「不足気味」が「過剰気味」を上回る雇用雇用

２０年度は増収見込み

20年
7～9月
前回調査

２０年
10～12月
現状判断

２1年
1～3月
見通し

21年
4～6月
見通し

▲9.0

▲4.3

18.2

▲10.1

▲37.5

11.1

0.0

0.0

0.0

▲12.6

▲39.1

▲36.4

▲6.3

0.0

▲11.1

▲16.7

0.0

0.0

▲10.9

▲17.4

▲45.5

▲9.4

4.5

▲11.1

▲16.7

▲20.0

▲17.4

8.2

39.1

18.2

1.0

▲4.2

0.0

33.3

10.0

0.0
(注）■色字は前回調査時の見通し

0.0

▲17.4

▲54.5

4.0

4.2

22.2

0.0

▲15.0

12.5

▲7.6

0.0

27.3

▲9.4

▲4.5

▲11.1

▲16.7

▲10.0

▲17.4

(単位：％ポイント)

企業の景況判断ＢＳＩ（原数値）　（前期比「上昇」－「下降」社数構成比）

20年度
下期

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

6.1

5.7

6.3

16.6

10.3

1.9

6.3

1.6

4.6

0.9

5.5

26.2

4.2

2.1

5.9

0.5

4.0

▲2.0

5.6

59.0

3.4

3.2

3.1

▲3.2

5.7

6.5

5.5

6.8

13.7

2.2

5.8

▲1.2
(注）■色字は前回調査結果

(前年同期比増減率：％)

20年度

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

3.3

▲8.3

6.0

27.5

15.1

▲55.3

▲1.5

36.1

6.6

▲9.4

11.5

34.2

18.6

赤字転化

3.6

8040.0

4.4

▲18.6

9.8

26.0

26.5

▲58.3

▲0.2

25.9

23.1

▲26.7

37.9

9.7

49.7

赤字転化

27.4

7050.0
(注）■色字は前回調査結果

(前年同期比増減率：％)

（注）石油・石炭、電気・ガス・水道、金融・保険を除く

（注）石油・石炭、電気・ガス・水道、金融・保険を除く

景況景況判断判断

調査対象企業の範囲
20年9月末
前回調査

20年12月末
現状判断

21年3月末
見通し

21年6月末
見通し

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

9.0

8.7

9.1

▲12.5

22.2

0.0

0.0

29.2

12.6

8.7

13.5

9.1

11.1

0.0

15.0

21.7

9.2

8.7

9.4

9.1

22.2

16.7

0.0

8.7

9.8

17.4

8.1

4.2

22.2

0.0

15.0

4.2
(注）■色字は前回調査時の見通し

11.5

21.7

9.1

12.5

22.2

16.7

5.0

▲4.2

0.8

▲8.7

3.1

▲4.5

11.1

0.0

10.0

0.0

(単位：％ポイント)

従業員数判断ＢＳＩ（原数値） （期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）

売上高売上高

２０年度は増益見込み経常利益経常利益

２０年度は増加見込み設備投資設備投資 （注）ソフトウェア投資額及び土地購入額は含まない

全　産　業

全 　 産 　 業

製　造　業

非 製 造 業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業

サービス業

15.6

176.5

4.8

68.4

25.2

98.9

▲61.4

▲0.2

15.1

▲1.4

94.2

▲21.5

116.0

▲80.7

46.9

202.8

36.5

70.8

▲22.3

95.2

▲2.2

46.2

137.0

39.5

79.3

▲91.6

97.0

▲17.3
(注）■色字は前回調査結果

(前年同期比増減率：％)

沖縄県内に所在する資本金１千万円以上の法人企業 
●対象企業数：130社
●回答企業数：119社
●回　収　率：91.5％

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

H18年
1～3月期

H18年
4～6月期

H18年
7～9月期

H18年
10～12月期

H19年
1～3月期

H19年
4～6月期

H19年
7～9月期

H19年
10～12月期

H20年
1～3月期

H20年
4～6月期

H20年
7～9月期

H20年
10～12月期
（現状判断）

H21年
1～3月期
（見通し）

H21年
3～6月期
（見通し）

上
昇

下
降

製造業

全産業

非製造業

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25
不
足
気
味

過
剰
気
味

H18年
3月末

H18年
6月末

H18年
9月末

H18年
12月末

H19年
3月末

H19年
6月末

H19年
9月末

H19年
12月末

H20年
3月末

H20年
6月末

H20年
9月末

H20年
12月末

（現状判断）

H21年
3月末

（見通し）

H21年
6月末

（見通し）

製造業全産業 非製造業

20年度通期

0.9

4.6
5.5

▲8.3

15.6

176.5

4.8 ▲0.2 ▲1.4

15.1

3.3
6.0

20年度下期

20年度通期 20年度下期

▲2.0

4.0

5.6

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

20年度通期 20年度下期

財務部

平
成
20
年
10
〜
12
月
期
沖
縄
管
内
分
の
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

20
年
10
〜
12
月
期
の
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
20
年
７
〜
９
月
期
と
比
較
す
る
と
、

全
産
業
で
現
状
判
断
は「
下
降
」超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

製 　 造 　 業

食料品製造業

非 製 造 業

建 　 設 　 業

情 報 通 信 業

運 　 輸 　 業

卸売・小売業

サ ー ビ ス 業

仕事の

窓 1
Point

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

下期

20年度
下期

▲9.4

6.6

11.5

0809
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【調査の目的】
本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計報告調整
法に基づく承認統計調査として年４回（２、５、８、
11月）実施。

【調査の時点】　 平成２０年11月２５日

【調査対象期間】
　判断項目／
　20年10～12月期及び12月末見込み
　21年1～3月期及び3月末見通し
　21年4～6月期及び6月末見通し
　計数項目／
　20年度上期実績及び20年度下期実績見込み

調査の概要調査の概要

ＢＳＩの計算法
（Business Survey Index）

例　「景況判断」の場合
前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％
「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％
「不明」と回答した企業の構成比… 5.0％

ＢＳＩ＝
（「上昇」と回答した企業の構成比40.0％）
－（「下降」と回答した企業の構成比30.0％）
　　　　　＝10.0％ポイント

回収率
（％）

対　象
企業数

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

130
23
107
30
9
6
21
25

119
23
96
22
9
6
20
23

91.5
100.0
89.7
73.3
100.0
100.0
95.2
92.0

回　答
企業数

（単位：社）

現状は「下降」超幅が拡大、先行きは「下降」超で推移する見通し

現状、先行きとも「不足気味」が「過剰気味」を上回る雇用雇用

２０年度は増収見込み

20年
7～9月
前回調査

２０年
10～12月
現状判断

２1年
1～3月
見通し

21年
4～6月
見通し

▲9.0

▲4.3

18.2

▲10.1

▲37.5

11.1

0.0

0.0

0.0

▲12.6

▲39.1

▲36.4

▲6.3

0.0

▲11.1

▲16.7

0.0

0.0

▲10.9

▲17.4

▲45.5

▲9.4

4.5

▲11.1

▲16.7

▲20.0

▲17.4

8.2

39.1

18.2

1.0

▲4.2

0.0

33.3

10.0

0.0
(注）■色字は前回調査時の見通し

0.0

▲17.4

▲54.5

4.0

4.2

22.2

0.0

▲15.0

12.5

▲7.6

0.0

27.3

▲9.4

▲4.5

▲11.1

▲16.7

▲10.0

▲17.4

(単位：％ポイント)

企業の景況判断ＢＳＩ（原数値）　（前期比「上昇」－「下降」社数構成比）

20年度
下期

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

6.1

5.7

6.3

16.6

10.3

1.9

6.3

1.6

4.6

0.9

5.5

26.2

4.2

2.1

5.9

0.5

4.0

▲2.0

5.6

59.0

3.4

3.2

3.1

▲3.2

5.7

6.5

5.5

6.8

13.7

2.2

5.8

▲1.2
(注）■色字は前回調査結果

(前年同期比増減率：％)

20年度

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

3.3

▲8.3

6.0

27.5

15.1

▲55.3

▲1.5

36.1

6.6

▲9.4

11.5

34.2

18.6

赤字転化

3.6

8040.0

4.4

▲18.6

9.8

26.0

26.5

▲58.3

▲0.2

25.9

23.1

▲26.7

37.9

9.7

49.7

赤字転化

27.4

7050.0
(注）■色字は前回調査結果

(前年同期比増減率：％)

（注）石油・石炭、電気・ガス・水道、金融・保険を除く

（注）石油・石炭、電気・ガス・水道、金融・保険を除く

景況景況判断判断

調査対象企業の範囲
20年9月末
前回調査

20年12月末
現状判断

21年3月末
見通し

21年6月末
見通し

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

9.0

8.7

9.1

▲12.5

22.2

0.0

0.0

29.2

12.6

8.7

13.5

9.1

11.1

0.0

15.0

21.7

9.2

8.7

9.4

9.1

22.2

16.7

0.0

8.7

9.8

17.4

8.1

4.2

22.2

0.0

15.0

4.2
(注）■色字は前回調査時の見通し

11.5

21.7

9.1

12.5

22.2

16.7

5.0

▲4.2

0.8

▲8.7

3.1

▲4.5

11.1

0.0

10.0

0.0

(単位：％ポイント)

従業員数判断ＢＳＩ（原数値） （期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）

売上高売上高

２０年度は増益見込み経常利益経常利益

２０年度は増加見込み設備投資設備投資 （注）ソフトウェア投資額及び土地購入額は含まない

全　産　業

全 　 産 　 業

製　造　業

非 製 造 業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業

サービス業

15.6

176.5

4.8

68.4

25.2

98.9

▲61.4

▲0.2

15.1

▲1.4

94.2

▲21.5

116.0

▲80.7

46.9

202.8

36.5

70.8

▲22.3

95.2

▲2.2

46.2

137.0

39.5

79.3

▲91.6

97.0

▲17.3
(注）■色字は前回調査結果

(前年同期比増減率：％)

沖縄県内に所在する資本金１千万円以上の法人企業 
●対象企業数：130社
●回答企業数：119社
●回　収　率：91.5％

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

H18年
1～3月期

H18年
4～6月期

H18年
7～9月期

H18年
10～12月期

H19年
1～3月期

H19年
4～6月期

H19年
7～9月期

H19年
10～12月期

H20年
1～3月期

H20年
4～6月期

H20年
7～9月期

H20年
10～12月期
（現状判断）

H21年
1～3月期
（見通し）

H21年
3～6月期
（見通し）

上
昇

下
降

製造業

全産業

非製造業

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25
不
足
気
味

過
剰
気
味

H18年
3月末

H18年
6月末

H18年
9月末

H18年
12月末

H19年
3月末

H19年
6月末

H19年
9月末

H19年
12月末

H20年
3月末

H20年
6月末

H20年
9月末

H20年
12月末

（現状判断）

H21年
3月末

（見通し）

H21年
6月末

（見通し）

製造業全産業 非製造業

20年度通期

0.9

4.6
5.5

▲8.3

15.6

176.5

4.8 ▲0.2 ▲1.4

15.1

3.3
6.0

20年度下期

20年度通期 20年度下期

▲2.0

4.0

5.6

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

20年度通期 20年度下期

財務部

平
成
20
年
10
〜
12
月
期
沖
縄
管
内
分
の
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

20
年
10
〜
12
月
期
の
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
20
年
７
〜
９
月
期
と
比
較
す
る
と
、

全
産
業
で
現
状
判
断
は「
下
降
」超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

製 　 造 　 業

食料品製造業

非 製 造 業

建 　 設 　 業

情 報 通 信 業

運 　 輸 　 業

卸売・小売業

サ ー ビ ス 業

仕事の

窓 1
Point

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

下期

20年度
下期

▲9.4

6.6

11.5

0809



産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

　

O
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経済産業部

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組
む
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

「
健
康
・Ｉ
Ｔ・
加
工
交
易
・
環
境
」を
重
点
分
野
と
し
た
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る

新
商
品
開
発
・
新
事
業
創
出
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

仕事の

窓 2
Point

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

クラスターとは？
クラスター（Clus t e r）と
は、本来ぶどうの房を意味
しますが、転じて群や集団
を意味する言葉として用い
られています。

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
と
は

　

経
済
産
業
省
で
は
、地
域
に
お
け
る
産

学
官
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

目
指
し
て
、平
成
13
年
か
ら
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。現
在
、全

国
で
18
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
い
て
、Ｉ

Ｔ
、バ
イ
オ
、環
境
、も
の
づ
く
り
等
の
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

次
々
に
創
出
で
き
る
環
境
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、平

成
14
年
度
か
ら
こ
の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
お
り
、「
健
康
、Ｉ
Ｔ
、加
工
交
易
、

環
境
」の
融
合
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、全
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
つ
つ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企
業
の
新
事
業
創
出

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
）に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
自
立
的
発
展
期
へ
向

け
て
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、平
成
20
年
度

よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
費
制
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、そ
の
推
進
事
務
局
を
株
式

会
社
沖
縄
Ｔ
Ｌ
Ｏ
に
移
管
し
、大
学
等
研

究
機
関
と
会
員
企
業
と
の
更
な
る
連
携
に

努
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
要

・
会
員
企
業
数　

一
二
一
社

　
　
　
（
平
成
20
年
10
月
末
現
在
）

・
会　

長　

翁
長　

健
治

　
　
　
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）

・
副
会
長　

上
間　

恒
義

　
　
（
沖
縄
県
工
業
連
合
会
副
会
長
）

・
支
援
機
関　

六
四
機
関

　
　
　
（
大
学・行
政・商
工
会
議
所
等
）

・
事
務
局　

株
式
会
社
沖
縄
Ｔ
Ｌ
Ｏ

・
推
進
体
制（
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

　

ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  　

一
名

　

サ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
名

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
概
要

　

大
学
等
の
技
術
シ
ー
ズ
の
発
掘
、研
究
開

発
支
援
の
重
点
的
な
実
施
、健
康
食
品
及

び
機
械
装
置
等
の
販
路
開
拓
支
援
及
び
県

外
と
の
技
術
等
の
マッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、モ
ノ
作
り
系・サ
ー
ビ
ス
系
産
業

の
連
携
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

新
事
業
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
が
生
ま
れ
や
す
い

環
境
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
等

■
目
標

　
　

新
事
業
等
開
始
件
数

　

四
五
〇
〇
件
／
五
年
間

　
（
平
成
18
〜
22
年
度
）

■
期
待
さ
れ
る
波
及
効
果

　
（
１
）企
業
立
地
件
数　三

四
一
件
／
五
年
間

　
（
2
）売
上
高
＊　

一
兆
円
規
模

＊
プ
ロ
ジェク
ト
が
関
係
す
る
業
界
全
体
の
売
上
高

■
プ
ロ
ジェク
ト
の
成
果（
第
Ⅱ
期
）

　
　

新
事
業
等
開
始
件
数

　
　

平
成
18
年
度　
　
　

九
〇
七
件

　
　

平
成
19
年
度　
　

一
一
一
七
件

活
動
１　

中
核
的
研
究
会

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
中
心
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る「
中
核
的
研
究
会
」

と
呼
ば
れ
る
研
究
会
で
す
。中
核
的
研
究

会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
の
調
査・研
究・検
討

活
動
を
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
は
、会
員
企

業
を
中
心
と
し
て
、様
々
な
産
業
支
援
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
２　

新
事
業
創
出
支
援
事
業

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、中
核
的
研
究
会
活

動
の
ほ
か
、新
事
業
創
出
支
援
に
向
け
、専

門
家
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
新
商
品
開
発
、新
事
業
創
出
に
向

け
て
、経
済
産
業
省
の
各
種
支
援
施
策（
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
研
究
開
発
事
業
や
新
連

携・地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）の
効

果
的
な
活
用
に
向
け
て
企
業
が
作
成
す
る

各
種
計
画
書
等
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
な
ど
の

支
援
を
行
って
い
ま
す
。

活
動
３　

販
路
開
拓
支
援
事
業

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、会
員
企
業
に
よ
る

販
路
開
拓
に
つ
い
て
県
内
外
に
お
け
る
各

種
商
談
会・展
示
会
等
へ
の
出
展
を
支
援
し

て
い
ま
す
。今
年
度
も
全
国
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ（
札
幌
）、D
E
A
T
E
C
ビ

ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ（
大
阪
）、び
わ
湖
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ（
滋
賀
）な
ど
の
ほ
か
、沖
縄
の

産
業
ま
つ
り
な
ど
へ
の
会
員
企
業
の
出
展

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

局
経
済
産
業
部
も
会
員
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
う
一つ
の
特
徴
的
な
取

組
み
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
と

も
に
局
経
済
産
業
部
の
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ

担
当
企
業
を
も
っ
て
、こ
れ
ら
の
取
組
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
点
で
す
。

　

現
在
、経
済
産
業
部
で
は
、総
勢
約
50
名
の

職
員
等
に
よ
る
支
援
体
制
を
整
え
、会
員
企

業
の
新
事
業
創
出
に
向
け
た
取
組
を
、推
進

事
務
局
と
と
も
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
合
せ

　

内
閣
府 

沖
縄
総
合
事
務
局

　

経
済
産
業
部 

企
画
振
興
課

　
　

電
話
／
0
9
8・8
6
6・1
7
2
7

　クラスター事業の最終的なねらいは、
会員企業を中心に県内で新規事業を群
生させることにあり、支援事務局として
は、その実現に向けて、会員の皆様の
種々の個別具体的なご要望に応えてい
きたいと思います。
　スタッフ一同、クラスターの発展に貢献
する心構えをもっています。

クラスターマネージャー

玉 城　 昇

推進事務局
支援スタッフからの一言

総  括

　商品開発の連携支援、県内県外の商社
バイヤー商談会を実施し、会員企業様の
売上アップに少しでも貢献できるビジネス
マッチングの実現を目指し、又、会員の皆
様がいつでも相談できる体制でお待ちし
ております。

サブクラスターマネージャー
（健康関連産業分野担当）

上 地　照 芳

健 康

医療保養食品

　「イノベーション」には、企業自身で実現
できるものと、産学官連携によって実現で
きるもの、社会環境を巻き込んだ構造的
変革を伴うものとがあると考えています。
主役である会員企業の皆さまのこれらイ
ノベーションに向けた主体的な取組みを
精一杯支援させていただきます。

サブクラスターマネージャー
（加工交易型・環境関連産業分野担当）

今 井　俊 二

　企業間連携や異業種連携など商品や
サービスの付加価値を高めるマッチング
や、商談会など販売に直結する取組等を
通して、会員企業の皆さまにメリットを実感
していただけるよう努めてまいります。

サブクラスターマネージャー
（情報関連産業分野・

企画調整担当）

大 城　周 児 

環 境加 工

企 画情 報

クラスター政策の目標レンジ

第Ⅱ期の目標
「5年間で4万件の新事業創出」
究極的目標
・イノベーションの連鎖反応
・産業の最適化と環境変化耐性の強化
・企業、人材、投資の求心力増大による国際的集積の加速・高質化

第Ⅰ期
立上期

第Ⅰ期　平成13～17年　立上期
第Ⅱ期　平成18～22年　成長期
第Ⅲ期　平成23～32年　自律的発展期

平成13～17 平成18～22 平成23～32

第Ⅱ期
成長期

第Ⅲ期
自律的発展期

びわ湖環境ビジネスメッセ2008へ
の出展も支援しました（H20.10月）。

沖縄スパ産業研究会の様子
座長は琉球大学観光産業科学部長の平敷教授（左上）

■
市
場
開
拓
戦
略
シ
ナ
リ
オ
作
成
支
援
事
業

複
数
の
専
門
家
に
よ
る
支
援
が
ポ
イ
ン
ト

複
数
の
企
業
に
よ
る
新
商
品
開
発
を
支
援

■
新
事
業
共
同
開
発
支
援
事
業 専

門
家

専
門
家

専
門
家

会員企業会
員
企
業
A

会
員
企
業
B

会
員
企
業
C

市場開拓戦略
シナリオ

計画書の作成へ

新事業共同開発
ビジネスプラン作成
（新連携等事業へ）

複数の専門家による支援

専門家による複数回の
指導・助言等

共同開発チーム

専門家

主な中核的研究会

健康関連産業分野
健康食品産業研究会
沖縄スパ産業研究会
琉球医療ルネッサンス研究会

情報関連産業分野
OSS商材化研究会
沖縄IT政策勉強会

加工交易型産業分野
加工産業発展戦略研究会

環境関連産業分野
環境産業発展戦略研究会

※各分野には、さらに小規模な研究会（ワーキンググループ）を設置。

www.okinawa-cluster.jp

OKINAWA型
産業振興プロジェクト
推進ネットワーク

事務局　㈱沖縄TLO
〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原1
  琉球大学地域共同研究センター3F
TEL:098-894-7651 FAX:098-895-8957
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産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

　

O
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経済産業部

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組
む
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

「
健
康
・Ｉ
Ｔ・
加
工
交
易
・
環
境
」を
重
点
分
野
と
し
た
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る

新
商
品
開
発
・
新
事
業
創
出
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

仕事の

窓 2
Point

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

クラスターとは？
クラスター（Clus t e r）と
は、本来ぶどうの房を意味
しますが、転じて群や集団
を意味する言葉として用い
られています。

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
と
は

　

経
済
産
業
省
で
は
、地
域
に
お
け
る
産

学
官
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を

目
指
し
て
、平
成
13
年
か
ら
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。現
在
、全

国
で
18
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
お
い
て
、Ｉ

Ｔ
、バ
イ
オ
、環
境
、も
の
づ
く
り
等
の
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

次
々
に
創
出
で
き
る
環
境
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ

Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、平

成
14
年
度
か
ら
こ
の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
お
り
、「
健
康
、Ｉ
Ｔ
、加
工
交
易
、

環
境
」の
融
合
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、全
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
つ
つ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企
業
の
新
事
業
創
出

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
）に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
自
立
的
発
展
期
へ
向

け
て
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、平
成
20
年
度

よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
費
制
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、そ
の
推
進
事
務
局
を
株
式

会
社
沖
縄
Ｔ
Ｌ
Ｏ
に
移
管
し
、大
学
等
研

究
機
関
と
会
員
企
業
と
の
更
な
る
連
携
に

努
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
要

・
会
員
企
業
数　

一
二
一
社

　
　
　
（
平
成
20
年
10
月
末
現
在
）

・
会　

長　

翁
長　

健
治

　
　
　
（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
）

・
副
会
長　

上
間　

恒
義

　
　
（
沖
縄
県
工
業
連
合
会
副
会
長
）

・
支
援
機
関　

六
四
機
関

　
　
　
（
大
学・行
政・商
工
会
議
所
等
）

・
事
務
局　

株
式
会
社
沖
縄
Ｔ
Ｌ
Ｏ

・
推
進
体
制（
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

　

ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  　

一
名

　

サ
ブ
ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
名

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
概
要

　

大
学
等
の
技
術
シ
ー
ズ
の
発
掘
、研
究
開

発
支
援
の
重
点
的
な
実
施
、健
康
食
品
及

び
機
械
装
置
等
の
販
路
開
拓
支
援
及
び
県

外
と
の
技
術
等
の
マッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、モ
ノ
作
り
系・サ
ー
ビ
ス
系
産
業

の
連
携
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

新
事
業
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
が
生
ま
れ
や
す
い

環
境
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
等

■
目
標

　
　

新
事
業
等
開
始
件
数

　

四
五
〇
〇
件
／
五
年
間

　
（
平
成
18
〜
22
年
度
）

■
期
待
さ
れ
る
波
及
効
果

　
（
１
）企
業
立
地
件
数　三

四
一
件
／
五
年
間

　
（
2
）売
上
高
＊　

一
兆
円
規
模

＊
プ
ロ
ジェク
ト
が
関
係
す
る
業
界
全
体
の
売
上
高

■
プ
ロ
ジェク
ト
の
成
果（
第
Ⅱ
期
）

　
　

新
事
業
等
開
始
件
数

　
　

平
成
18
年
度　
　
　

九
〇
七
件

　
　

平
成
19
年
度　
　

一
一
一
七
件

活
動
１　

中
核
的
研
究
会

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
中
心
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る「
中
核
的
研
究
会
」

と
呼
ば
れ
る
研
究
会
で
す
。中
核
的
研
究

会
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
の
調
査・研
究・検
討

活
動
を
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
は
、会
員
企

業
を
中
心
と
し
て
、様
々
な
産
業
支
援
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
２　

新
事
業
創
出
支
援
事
業

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、中
核
的
研
究
会
活

動
の
ほ
か
、新
事
業
創
出
支
援
に
向
け
、専

門
家
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
新
商
品
開
発
、新
事
業
創
出
に
向

け
て
、経
済
産
業
省
の
各
種
支
援
施
策（
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
研
究
開
発
事
業
や
新
連

携・地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）の
効

果
的
な
活
用
に
向
け
て
企
業
が
作
成
す
る

各
種
計
画
書
等
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
な
ど
の

支
援
を
行
って
い
ま
す
。

活
動
３　

販
路
開
拓
支
援
事
業

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、会
員
企
業
に
よ
る

販
路
開
拓
に
つ
い
て
県
内
外
に
お
け
る
各

種
商
談
会・展
示
会
等
へ
の
出
展
を
支
援
し

て
い
ま
す
。今
年
度
も
全
国
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ（
札
幌
）、D
E
A
T
E
C
ビ

ジ
ネ
ス
マッ
チ
ン
グ（
大
阪
）、び
わ
湖
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ（
滋
賀
）な
ど
の
ほ
か
、沖
縄
の

産
業
ま
つ
り
な
ど
へ
の
会
員
企
業
の
出
展

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

局
経
済
産
業
部
も
会
員
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
う
一つ
の
特
徴
的
な
取

組
み
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
と

も
に
局
経
済
産
業
部
の
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ

担
当
企
業
を
も
っ
て
、こ
れ
ら
の
取
組
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
点
で
す
。

　

現
在
、経
済
産
業
部
で
は
、総
勢
約
50
名
の

職
員
等
に
よ
る
支
援
体
制
を
整
え
、会
員
企

業
の
新
事
業
創
出
に
向
け
た
取
組
を
、推
進

事
務
局
と
と
も
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
合
せ

　

内
閣
府 

沖
縄
総
合
事
務
局

　

経
済
産
業
部 

企
画
振
興
課

　
　

電
話
／
0
9
8・8
6
6・1
7
2
7

　クラスター事業の最終的なねらいは、
会員企業を中心に県内で新規事業を群
生させることにあり、支援事務局として
は、その実現に向けて、会員の皆様の
種々の個別具体的なご要望に応えてい
きたいと思います。
　スタッフ一同、クラスターの発展に貢献
する心構えをもっています。

クラスターマネージャー

玉 城　 昇

推進事務局
支援スタッフからの一言

総  括

　商品開発の連携支援、県内県外の商社
バイヤー商談会を実施し、会員企業様の
売上アップに少しでも貢献できるビジネス
マッチングの実現を目指し、又、会員の皆
様がいつでも相談できる体制でお待ちし
ております。

サブクラスターマネージャー
（健康関連産業分野担当）

上 地　照 芳

健 康

医療保養食品

　「イノベーション」には、企業自身で実現
できるものと、産学官連携によって実現で
きるもの、社会環境を巻き込んだ構造的
変革を伴うものとがあると考えています。
主役である会員企業の皆さまのこれらイ
ノベーションに向けた主体的な取組みを
精一杯支援させていただきます。

サブクラスターマネージャー
（加工交易型・環境関連産業分野担当）

今 井　俊 二

　企業間連携や異業種連携など商品や
サービスの付加価値を高めるマッチング
や、商談会など販売に直結する取組等を
通して、会員企業の皆さまにメリットを実感
していただけるよう努めてまいります。

サブクラスターマネージャー
（情報関連産業分野・

企画調整担当）

大 城　周 児 

環 境加 工

企 画情 報

クラスター政策の目標レンジ

第Ⅱ期の目標
「5年間で4万件の新事業創出」
究極的目標
・イノベーションの連鎖反応
・産業の最適化と環境変化耐性の強化
・企業、人材、投資の求心力増大による国際的集積の加速・高質化

第Ⅰ期
立上期

第Ⅰ期　平成13～17年　立上期
第Ⅱ期　平成18～22年　成長期
第Ⅲ期　平成23～32年　自律的発展期

平成13～17 平成18～22 平成23～32

第Ⅱ期
成長期

第Ⅲ期
自律的発展期

びわ湖環境ビジネスメッセ2008へ
の出展も支援しました（H20.10月）。

沖縄スパ産業研究会の様子
座長は琉球大学観光産業科学部長の平敷教授（左上）

■
市
場
開
拓
戦
略
シ
ナ
リ
オ
作
成
支
援
事
業

複
数
の
専
門
家
に
よ
る
支
援
が
ポ
イ
ン
ト

複
数
の
企
業
に
よ
る
新
商
品
開
発
を
支
援

■
新
事
業
共
同
開
発
支
援
事
業 専

門
家

専
門
家

専
門
家

会員企業会
員
企
業
A

会
員
企
業
B

会
員
企
業
C

市場開拓戦略
シナリオ

計画書の作成へ

新事業共同開発
ビジネスプラン作成
（新連携等事業へ）

複数の専門家による支援

専門家による複数回の
指導・助言等

共同開発チーム

専門家

主な中核的研究会

健康関連産業分野
健康食品産業研究会
沖縄スパ産業研究会
琉球医療ルネッサンス研究会

情報関連産業分野
OSS商材化研究会
沖縄IT政策勉強会

加工交易型産業分野
加工産業発展戦略研究会

環境関連産業分野
環境産業発展戦略研究会

※各分野には、さらに小規模な研究会（ワーキンググループ）を設置。
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「
Y
O
K
O
S
O
！
J
A
P
A
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２
０
０
８
秋
」を
開
催
！

運輸部

「
Y
O
K
O
S
O
！
J
A
P
A
N
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２
０
０
８
秋
」は
、２
０
１
０
年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
1
，0
0
0
万
人
達
成
を
目
標
と
す
る「
ビ
ジ
ッ
ト
・ジ
ャ
パ
ン・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」の
一
環
と
し
て
政
府
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、海
外
の
旅
行
業
者
･
メ
デ
ィ
ア
と
日
本
の
旅
行
素
材（
宿
泊
･
運
輸
等
）業
者
と
が
個
別
の
情
報
交
換
や
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉

を
行
う
旅
行
業
関
係
者
の
た
め
の
大
商
談
会
で
す
。

仕事の

窓 3
Point

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

 

10
月
23
日
〜
24
日
、パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で「
Ｙ
Ｏ
K
O
Ｓ
Ｏ
！
J
A
P
A
N

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
２
０
０
８
秋
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日
本

の
観
光
魅
力
を
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
に
幅

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、海
外
か
ら
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
増
加
を
目
指
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人
旅
行
者
の
訪

日
旅
行
）商
談
会
で
、日
本
各
地
の
地

方
公
共
団
体
、宿
泊
施
設
等
観
光
関

係
事
業
者
３
９
３
企
業
・
団
体（
セ

ラ
ー
）と
35
の
国・地
域
か
ら
２
５
２
社

２
８
７
名（
メ
デ
ィ
ア
を
含
む
）の
外
国

人
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。沖
縄

か
ら
は
、沖
縄
総
合
事
務
局
、沖
縄
県
、

（
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
と
旅
行
業
者
、ホ
テ
ル
業
者
等
１３

社
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、商
談
会
に
先
立
ち
10
月
18
日

か
ら
22
日
ま
で
、沖
縄
で
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ

は
、訪
日
外
国
人
旅
行
客
の
拡
大
に
向

け
て
、送
客
主
体
で
あ
る
旅
行
会
社
等

を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ツ
ア
ー
で
、沖
縄
に
お
い
て
は
、タ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、デ
ンマ
ー
ク
、イ
ギ
リ

ス
、ド
イ
ツ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、イ
タ
リ
ア
、ロ

シ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ア

メ
リ
カ
の
計
10
カ
国
か

ら
の
バ
イ
ヤ
ー
22
名
を

受
け
入
れ
、空
手
体

験
、沖
縄
料
理
体
験
、

琉
球
ガ
ラ
ス
製
作
体

験
や
Ｄ
Ｆ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ

ア
、沖
縄
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
で
の
シ
ョッ
ピ
ン

グ
及
び
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
等
の
視
察
を
通
じ

て
、沖
縄
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、沖
縄
へ
の
外

国
人
観
光
客
の
誘
客

を
図
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
会
場
で
は
、フ
ァ
ム

ト
リ
ッ
プ
で
沖
縄
に
来
ら
れ
た
バ
イ

ヤ
ー
の
方
々
が
、沖
縄
か
ら
出
展
し
た

セ
ラ
ー
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、商
談
を
し

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

  

今
回
の
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
へ
の
参
加
を
契

機
に
、海
外
か
ら
沖
縄
へ
の
新
た
な
ツ

ア
ー
商
品
が
造
成
さ
れ
、よ
り
多
く
の

外
国
人
観
光
客
が
沖
縄
を
訪
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

トラベルマートに
おける商談風景
（横浜市）

沖縄食材を使った
料理体験（那覇市）

伝統文化（空手）体験
（読谷村）
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「
観
光
立
国
推
進
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

in 

沖
縄
」

を
開
催
！

運輸部

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、県
内
の
自
治
体
及
び
経
済
・
観
光
関
連
の
団
体
・
事
業
者
等
約
２
２
０
人
が
参
加
し
、「
沖
縄
観
光
の
未
来

と『
観
光
庁
』の
役
割
」を
テ
ー
マ
と
す
る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。パ
ネ
リ
ス
ト
や
会
場
参
加

者
か
ら
多
く
の
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、沖
縄
観
光
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
観
光
庁
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

仕事の

窓 4
Point

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

　

沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
は
、「
観
光

庁
」の
発
足
を
記
念
し
、平
成
20
年
11
月

11
日
に「
観
光
立
国
推
進
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
in
沖
縄
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
は
、

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、県
内
の
自
治
体

及
び
経
済・観
光
関
連
の
団
体・事
業
者
等

か
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、財
団
法
人
沖
縄
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
O
C
V
B
）会

長
の
平
良
哲
氏
が
、沖
縄
観
光
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
、那
覇
空
港
第
二
滑
走
路

の
建
設
及
び
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
促
進
等
の
産
業
基
盤
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、新
た
な
取
組
と
し
て
、「
新
４
Ｋ
」（
環

境・健
康・研
究・金
融
）経
済
の
推
進
や
、県

が
検
討
を
進
め
て
い
る
カ
ジ
ノ
導
入
へ
の
期

待
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、観
光
庁
国
際
交
流
推
進
課
外
客

誘
致
室
長
の
勝
又
正
秀
氏
か
ら
、「
観
光
庁

の
役
割
と
外
国
人
観
光
客
拡
大
の
取
組
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人

観
光
客
の
訪
日
旅
行
）促
進
に
向
け
た
国

の
取
組
と
今
後
の
課
題
を
指
摘
し
、「
薄
利

多
売
せ
ず
、質
の
高
い
観
光
地
と
し
て
の
日

本
を
海
外
に
売
り
込
ん
で
い
く
」重
要
性

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、O
C
V
B
の
平
良
氏
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、観
光
庁
の
勝
又
氏
の
ほ

か
、沖
縄
観
光
の
各
分
野
を
代
表
す
る
パ

ネ
リ
ス
ト（
※
）ら
７
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、沖
縄
観

光
の
現
状
と
課
題
、将
来
の
展
望
に
つ
い
て
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
の

意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、特
に
、「
今
後
の

沖
縄
観
光
の
在
り
方
」に
関
し
て
、①
国

内
・
海
外
か
ら
の
誘
客
増
大
に
備
え
た
那

覇
空
港
の
整
備
促
進
、②
観
光
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
と
環
境
保
全
に
対
応
し
た
観
光
地
づ

く
り
の
推
進
、③
官
民
の
連
携
強
化
に
よ

る
観
光
産
業
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の

強
化
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
10
月
１
日
に
発
足
し
た
観

光
庁
に
対
し
て
、パ
ネ
リ
ス
ト
や
会
場
参
加

者
か
ら
多
く
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
、観
光
庁
の
勝
又
氏
は
、

那
覇
空
港
の
整
備
等
に
つ
い
て
、「
空
港
は

（
島
嶼
県
で
あ
る
）沖
縄
に
と
っ
て
必
要
な

ハ
ー
ド
で
あ
る
」と
い
う
理
解
を
示
し
た
ほ

か
、さ
ら
な
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増

加
や
質
の
高
い
観
光
地
づ
く
り
の
推
進
と

い
う
観
点
か
ら
、中
国
人
観
光
客
の
査
証

取
得
手
続
き
の
簡
素
化
や
、関
係
省
庁
や

地
域
と
の
連
携
強
化
へ
の
意
欲
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

観光関係専門家によるパネルディスカッション

※パネリスト

勝又　正秀　氏（観光庁国際交流推進課外客誘致室長）

松本　真一　氏（沖縄県観光商工部参事監兼観光交流統括監）

比嘉　良雄　氏（沖縄都市モノレール株式会社代表取締役社長）

渕辺　美紀　氏（沖縄経済同友会副代表幹事）

新垣　安男　氏（(社)日本旅行業協会沖縄支部長）

比嘉　　司　氏（(社)那覇市観光協会事務局長）

★平良　　哲　氏（(財)沖縄観光コンベンションビューロー会長）

　★はコーディネーター

おおいに
期待する
４７．９％

ある程度
期待する
４８．６％

（複数回答）

あまり期待
できない
２．７％

ほとんど
期待できない
０．７％

観光庁への期待度観光庁が掲げる重点項目への関心度（期待度）

参加者アンケート結果

１２０

１００

８０

６０

４０

２０

０

魅力ある観光地
づくりを主体的に
行う地域と協力
に支援

外国人観光客の
来訪促進など、国
際観光の振興

観光旅行の
促進のため
の環境整備

観光産業の国
際競争力の強
化を支援
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廃
油
処
理
事
業
に
つ
い
て

運輸部

仕事の

窓 5
Point

　

廃
油
処
理
施
設
は
、「
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律（
以
下
、海
防

法
）」に
お
い
て
、海
洋
汚
染
の
防
止
の
一
環
と
し
て
船
舶
か
ら
の
油
の
排
出
が
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
、船
舶
に
お
い
て
生
じ
た
不
要
な
油（
廃
油
）を
受
け
入
れ

処
理
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、極
め
て
公
共
性
の
高
い
も
の
で
す
。 

　
一
般
の
需
要
に
応
じ
、廃
油
処
理
施
設
に
よ
り
廃
油
を
処
理
す
る
事
業（
廃
油
処
理
事
業
）を

行
お
う
と
す
る
者
は
、海
防
法
第
20
条
の
規
定
に
よ
り
、事
業
主
体
が
港
湾
管
理
者
又
は
漁
業

管
理
者
の
場
合
は
事
前
届
出
、そ
の
他
の
者
の
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。 

SHIGOTONO*MADO1

3

5

2

4

沖
縄
県
内
の
廃
油
処
理
施
設
数

廃
油
処
理
施
設（
概
略
図
）

許
可
申
請
手
続

許
可
基
準（
審
査
ポ
イ
ン
ト
）

廃
油
処
理
施
設（
許
可
済・

届
出
済

） 
…
…
3
箇
所

　

民
間
…
…
…
…
…
…
…
…
2
箇
所

　
　
　

事
業
用　
　
　

 

1
箇
所

　
　
　

自
家
用
専
用　

 

1
箇
所

　

公
共（
港
湾　
管
理
者

） 

…
…
…
…
…
1
箇
所

（
平
成
20
年
11
月
21
日
現
在
）

・
事
業
の
遂
行
上
適
切
な
計
画
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
事
業
の
用
に
供
す
る
廃
油
処
理
施
設

が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
技
術
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
申
請
者
が
当
該
事
業
を
的
確
に
遂
行

す
る
に
た
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と

・
欠
格
条
項
（
過
去
に
申
請
者
が
海
防

法
に
基
づ
く
処
分
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
等
）
に
該
当
し
な
い
こ
と

うち

廃油処理施設は一般的に、受入設備、油水分離設備、回収油
貯蔵設備、固形物処理設備、焼却設備、排水設備などで構成
される。

※国土交通大臣の審査は、複数の運輸局管轄を跨る事業案件に限る。

申
請
者
（
民
間
）

申
請
者
（
民
間
）

沖
縄
総
合
事
務
局
長

審
査

国
土
交
通
大
臣

審
査 進達 申請許可

廃油処理事業
～船舶廃油の発生から処理までの流れ～

船舶機関室の潤滑油や燃料油に海水等が混入して船底にたまった油性混合物

貨物油艙又は燃料油艙、潤滑油艙の底に沈殿する油性固形物並びに燃
料油、潤滑油の清掃の際に発生する油性固形物

外航タンカーのタンク洗浄水及びバラストを静置又は重力分離等によ
って船内処理した後、船内に貯留される油性汚水

ビルジを油水分離装器により船内で処理した後の油性混合物

貨物油艙又は燃料油艙、潤滑油艙を洗浄する際に発生する油性汚水

船体の安定を図るために貨物艙、二重底等に積載した水に油が混入し
た油性汚水

廃油の発生

廃油処理事業者に
廃油の回収を依頼

係留中の船から直接回収 タンクローリーで回収・運搬

回収油貯蔵設備
 （タンク）

桟 橋

民間又は公共の廃油処理施設

又は

ビルジ

水バラスト

タンク洗浄水

コレクトオイル

スロップオイル

スラッジ

航 行

寄港・帰港

廃油の回収

廃油の処理

廃油はその性状により
右のように分類される

油水分離
水　分

油　分

燃 料

排出基準値5ppm以下で排水

問い合わせ先　運輸部総務運航課　☎098（866）1836

再精製

焼 却
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kyokuno-ugoki 財務部 農林水産部

経済産業部 開発建設部 運輸部

総務部

公正取引室は、去る１０月１６日（木）
に宮古島市、同月２９日（水）に豊見城市及

び１１月５日（水）に浦添市の商工会議所等

において「競争政策に関する有識者との

懇談会」を開催しました。

　公正取引室及び公正取引委員会の地方

事務所は、全国各地においてこのような懇

談会を開催し、公正取引委員会の最近の

活動状況等について各地の主要経済団体、

消費者団体の代表者等の有識者と意見交

換を行い，競争政策についてより一層の理

解を求めるとともに、幅広い意見・要望を

把握し，今後の競争政策の有効かつ適切な

推進を図っています。

　当懇談会において出席者は、「入札談

合・安値受注」、「納入業者・下請業者いじ

め」及び「インターネット通販の表示」等の

独占禁止法、下請法及び景品表示法上の

問題に関して様々な意見を交わしました。

　このように公正取引室は、様々な事業者

が自由に商品やサービスを提供し、消費者

が欲しいものを自由に選べる自由経済社

会の仕組みを守り、国民経済の民主的で

健全な発達、及び消費者の利益を確保す

ることを目的に、独占禁止法、下請法及び

景品表示法を運用し、「競争政策」を推進

しています。

　なお、公正取引室では、県民の皆様から

の独占禁止法、下請法又は景品表示法に

違反する疑いに関する情報（申告）を受

け付けております。

総　務　部 県内各地で「競争政策に関する有識者との懇談会」を開催
～自由経済社会における公正かつ自由な競争を守ります～

経済産業部・農林水産部 「農商工連携フォーラム in 沖縄」を開催

沖縄総合事務局では、中小企業者
と農林漁業者が連携し、相互のノウハウ

や技術を活用して新商品、新サービスの

開発や販路拡大等を行う取組を支援す

る「農商工等連携支援制度」を推進して

います。

　10月21日（火）、農商工等連携事業

の展開を促し、気運を盛り上げていくこ

とを目的に、「農商工連携フォーラムin

沖縄」を開催しました。（主催：沖縄総合事

務局、中小企業基盤整備機構沖縄事務所）

　「農商工連携で地域に活力を！」をテ

ーマとした基調講演では、（株）キースタ

ッフ　代表取締役の鳥巣　研二氏から、

地域の農林水産物を高付加価値商品と

して販売することの必要性や、農商工連

携は、農林漁業者、加工業者、販売業者

の３者がオールWin（勝ち）に

なるべき取組であり、連携に

よって産み出された商品、サ

ービスを地元の人が食し、利

用することで、地域の活性化

が図れる等、農商工連携に取

り組むメリットや課題につい

て講話いただきました。また、

農商工等連携促進法に基づく

認定事業者の取組事例の紹介を含め

たパネルディスカッションを実施し、

聴講者からも活発な御意見をいただ

くことができました。

○申告窓口
　総務部公正取引室
　那覇市おもろまち２－１－１
　那覇第２地方合同庁舎２号館６階
　ＴＥＬ．０９８－８６６－００４９
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１．IPM実践指標モデル
 　 （さとうきび等）の作成
　これまでに農林水産省では、水稲、キャ

ベツ、カンキツに関する「ＩＰＭ実践指標モ

デル」を作成していましたが、新たにさとう

きび等８作物に関する「ＩＰＭ実践指標モデ

ル」を作成し、平成２０年１０月３日、ホーム

ページ上で公表しました。

　さとうきび実践指標モデルは、沖縄県の

協力の下、栽培の特性を踏まえた検討等

を経て、内閣府沖縄総合事務局農林水産

部がとりまとめた原案をもとに、農林水産

省消費・安全局において、ＩＰＭ検討会（平

成20年3月開催）での意見を踏まえた修

正を経て作成されたものです。また、IPM

実践指標モデルは、今回さとうきびの他に、

露地きくや施設トマト等についても取りま

とめられています。

２．総合的病害虫・雑草管理
　　（ＩＰＭ）とは？
　野菜や果物等の農作物を消費者へ安
定的に供給するためには病害虫・雑草の防

除が必要です。化学農薬に大きく頼ってい

た従来の防除の在り方を変えるため、次の

３要素を体系付けた方法が、ＩＰＭです。

農林水産部 IPM（Integrated Pest Management）をご存じですか　
　　　　　　～ ＩＰＭ実践指標モデル（さとうきび等）を公表～

経済産業部

１０月３１日（金）、沖縄産業支援セ
ンターにおいて「平成２０年度工業標準化

功労者に対する沖縄総合事務局長表彰」

の表彰式を実施しました。

　本工業標準化功労者表彰は、工業標準

化の推進に寄与し、その功績が特に顕著

であると認められる方に対して表彰する

制度として、昭和６１年度から実施されて

おり、毎年１０月の工業標準化推進月間に

行われております。

　受賞されたリウコン株式会社常務取締

役比嘉盛勝氏は、新ＪＩＳマーク認証等外部

機関による品質保証（認証）を取得するた

め、社内の品質活動を定着化させるなど、

社内標準化・品質管理の組織的運営に極

めて積極的に取り組まれ、さらに、土木技

術の進展等に伴い年々厳しくなるユ

ーザーの品質要求に応えるとともに、

省資源、省エネルギー、環境保全のた

め、原料、製造技術などの工業標準化

に率先実行されて会社経営に貢献さ

れました。また、その技術の提供によ

り業界発展にも大きく貢献されまし

た。　影山沖縄総合事務局次長から

は、「今後とも標準化の推進に積極的

に取り組まれるとともに、豊富な知識・

経験を後進に引き継ぎ、業界の発展によ

り一層貢献されますことを期待しており

ます。」と式辞を述べました。

　　　

平成２０年度
工業標準化功労者に対する沖縄総合事務局長表彰

[ＩＰＭを構成する３要素]

①予防：
病害虫・雑草が発生しにくい

環境の整備

②判断：
防除の要否及び

その実施時期を適切に判断

③防除：
農薬だけでなく天敵や

粘着板等の多様な防除方法を
組み合わせた対処

総合的病害虫・雑草管理（IPM）実践
指針の公表されているホームページの
アドレス
http://www.maff.go.jp/j/syouan/
syokubo/ipm/index.html

3．ＩＰＭのメリット

消費者にとってのメリット

　IPMを推進することにより、

化学農薬の使用が必要最小限

に抑えられます。また、農作物

の農薬使用履歴等の栽培管理

状況に関する情報が記録され

ることにより、消費者はその情

報を知る機会を得ることがで

きます。

生産者にとってのメリット

　病害虫・雑草の発生状況に対

応した適切な防除手段を講じ

ることにより、安全で消費者に

信頼される農作物の安定した

生産を確保できます。また、作

業中の農薬暴露や周辺作物へ

の農薬飛散（ドリフト）を軽減で

きます。

表彰式式典後の記念撮影：下段右から2人目
受賞者　比嘉盛勝（リウコン㈱常務取締役）
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kyokuno-ugoki 財務部 農林水産部

経済産業部 開発建設部 運輸部

総務部

伝統的工芸品とは、伝統的技法・技
術で作られる歴史のある工芸品で、沖縄

は１３品目（全国3位）が経済産業大臣

から指定されています。経済産業省では

伝統的工芸品に対する国民の理解とその

一層の普及のため各種事業を実施してお

り、伝統的工芸品産業の振興をはかるた

め毎年１１月を「伝統的工芸品月間」と

定め、全国で様々な式典・催し物等を開

催しています。伝統的工芸品月間推進沖

縄地区協議会（事務局：沖縄総合事務局

経済産業部地域経済課）で

は、全国に先駆け、第３２

回沖縄の産業まつり会場に

おいて、第２５回伝統的工

芸品月間国民会議沖縄地区

大会記念式典及び、「鮮や

か・温もり、美ら島の技と

心」をテーマに沖縄伝統工

芸品展を開催しました。

　会場では、伝統的工芸品

産業功労者等表彰及び図

画・作文コンクールの表彰

式を実施する他、沖縄の伝

統的工芸品の展示や、琉球

びんがたの制作体験等を実施し、伝統的

工芸品の魅力を紹介しました。時代を越

えて沖縄県民が守り育んできた伝統的工

芸品は沖縄の宝であり、来場された多く

の方々にその素晴らしさを再発見いた

だき、伝統的工芸に携わる関係者の皆

様にとっても、さらなる自信につなが

ったことと思います。

経済産業部 「沖縄の伝統工芸品展」を開催

大量の輸送需要が発生し、輸送機
関等に人流・物流が集中する年末年始は、

ひとたび事故等が発生した場合には大き

な被害となることが予想されます。

　このため、陸・海にわたる輸送機関等

について、運輸安全一括法の趣旨を踏ま

えた経営トップを含む幹部の強いリーダ

ーシップの下での自主点検等を通じた安

全性の向上を図るため、「年末年始の輸

送等に関する安全総点検」を平成２０年

１２月１０日から平成２１年１月１０日

まで実施しました。

　沖縄総合事務局運輸部では、今年度の

重点点検事項を①自然災害等発生時に乗

客等の安全を確

保するための体

制整備状況、②

気 象 情 報 の 収

集・伝達体制の

整備状況、③飲

酒運転を防止す

るための体制整

備状況、④危険

物輸送を管理す

るための体制整

備状況、⑤安全管理体制の構築状況、

⑥テロ防止のための警戒体制の整備状

況並びにテロ発生時の通報・連絡・指

示体制の整備状況、特に、近年新たに

講じるとしたテロ対策の体制の整備状

況とし、点検時に特に留意することと

しました。

　具体的には、モノレール、バス、タ

クシー、トラック及びターミナル事業

者等陸上交通関係、旅客定期航路事業

者等船舶関係、政府登録ホテル等宿泊

施設関係及び第一種旅行業者に対して、

自主点検を適切に実施するよう指導を

行ったほか、期間内に職員による立入

検査も同時に実施し、点検において発

見された不備事項については、早急な

改善を指示・指導しました。

運　輸　部 平成２０年度　
年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施

　　　

船舶への立入検査

壺屋焼に見入る子どもたち

下段左から
伝統的工芸品産業功労者等内閣府沖縄総合事務局長賞 長　濱　徳　美
　　　　　　　　　　　　　　〃 大　城　政　則
伝統的工芸品産業功労者等経済産業大臣賞 安座間　美佐子
伝統的工芸品月間推進会議議長賞(作文)
及び沖縄県知事賞(作文) 大　城　さゆり
全国市町村教育委員会連合会会長賞（図画）
及び内閣府沖縄総合事務局長賞（図画） 仲　地　嬉　子
内閣府沖縄総合事務局長賞(作文) 川　平　千亜希

受　賞　者
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5.

農林水産部農畜産振興課

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ Ⅲ

1819

　

み
な
さ
ん
は
１
日
に
、
く
だ
も
の

を
ど
れ
位
食
べ
て
い
ま
す
か
？
く
だ

も
の
は
毎
日
食
べ
る
の
が
望
ま
し
い

の
で
す
が
、
で
は
具
体
的
に
ど
れ
位

食
べ
れ
ば
体
に
よ
い
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

　

平
成
17
年
度
に
１
日
当
た
り
ど
の

よ
う
な
食
品
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら

良
い
か
と
い
う
目
安
で
厚
生
労
働
省

と
農
林
水
産
省
が
共
同
で
作
成
し
た

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で
は
、

１
日
の
適
量
は
２
つ
（
み
か
ん
な
ら

２
個
程
度
、
お
お
よ
そ
２
０
０
グ
ラ

ム
）
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
み
な

さ
ま
に
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

く
だ
も
の
と
健
康
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
だ
も
の
に
は
栄
養
素

が
た
っ
ぷ
り
！

　

く
だ
も
の
に
は
、
多
く
の
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
類
、
有
機
酸
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
微
量
栄
養
素

は
野
菜
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
加
熱
・
調
理
に
よ
っ
て
失
わ
れ

る
も
の
も
あ
り
、
生
で
食
べ
る
果
物

は
こ
れ
ら
の
栄
養
素
の
摂
取
に
効
果

的
で
す
。

く
だ
も
の
を
あ
ま
り
食

べ
な
い
日
本
人

　

我
が
国
の
１
人
１
日
当
た
り
く
だ

も
の
供
給
量
は
昭
和
50
年
頃
ま
で
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
国
際
的
に

み
て
も
先
進
国
の
中
で
は
最
低
の
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
の
果
実
摂
取
量
は
１
０
７
・
５
ｇ

で
、
20
〜
40
歳
で
は
特
に
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ぼ

毎
日
く
だ
も
の
を
食
べ
て
い
る
人
の

割
合
も
38
・
２
％
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
県
内
を
み
る
と
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に

高
い
効
果
！

　

全
国
主
要
都
市
の
世
帯
当
た
り
の
平

均
購
入
量
２
４
９
ｇ
／
日
に
比
べ
、

那
覇
市
で
は
１
６
３
ｇ
／
日
（
総
務
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盛
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松
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宇
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長
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那
覇
市

購
入
数
量
（
g
）

おぼえてください！合い言葉は“毎日くだもの200グラム！”

沖
縄
の
熱
帯
果
樹
の
栄

養
素
は
？

　

沖
縄
で
は
、
様
々
な
熱
帯
果
樹
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
特
に

注
目
を
集
め
て
い
る
代
表
的
な
く
だ

も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
、
く
だ
も

の
の
栄
養
素
と
そ
の
効
果
及
び
摂
取

の
必
要
性
は
、
健
康
増
進
と
生
活
習

慣
予
防
等
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
毎

日
の
食
生
活
の
参
考
と
な
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
農
林
水
産
省
で
は
果

樹
農
業
基
本
方
針
に
国
産
果
実
の
需

要
維
持
・
拡
大
を
位
置
づ
け
、
そ
の

取
組
の
一
環
と
し
て
「
１
人
１
日
く

だ
も
を
２
０
０
グ
ラ
ム
以
上
食
べ
ま

し
ょ
う
」
と
、
全
国
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
る
食
の
外
部
・
多
様
化
に
伴
い
、

く
だ
も
の
の
消
費
量
が
減
少
す
る
中

に
お
い
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
意
識
し

て
く
だ
も
の
に
手
を
伸
ば
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
れ
を
機
に
、
是
非

お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
！
【
合

い
言
葉
は 

〝
毎
日
く
だ
も
の

２
０
０
グ
ラ
ム
〞】 

で
す
。 Ⅴ

（６）スターフルーツ
　ポリフェノール類に富み、
抗酸化活性が高く、プロア
ントシアニジンも含みます。
スターフルーツのプロアント
シアニジンは、ラットでの
実験結果から糖類負荷によ
る血糖値と血中インシュリ
ン濃度の上昇を抑制する効
果が明らかになっています。

（５）パパイヤ
　野菜用の青ものには消化を
助けるタンパク質分解酵素のパ
パインが含まれています。熟し
た果物にはビタミンＣ、Ａなど
が多く含まれています。糖尿病
などの予防効果があると言わ
れており、健康はもとより美容
にも良いヘルシーな作物です。

（４）アセローラ
　アセローラはビタミンＣの塊
といわれるほど豊富であり、レ
モンの３０倍以上含んでいます。
ビタミンＣは体の酸化を防ぐ抗
酸化能力があり、風邪や生活習
慣病の予防にも効果がるといい
ます。また、肌をきれいにする
効果もあるといわれています。

（３）シークヮーサー
　代謝を活性化させ、疲労回復
や美容に効果のあるビタミンＣ
を多く含んでいるほか、ビタミ
ンＢ１、カロチン、ノビレチン
を豊富に含むヘルシーな果物で
す。ノビレチンという成分には、
ガンやリウマチを抑制する効果
があるといわれています。

（２）パインアップル
　タンパク質を分解するプロメリ
ンという成分が豊富に含まれて
いるため、肉料理と相性が良く、
他にもビタミンBや C、食物繊
維なども豊富に含まれています。
　また、フルーツとしてだけでな
くサラダやジュース、ゼリー、お
菓子の原料として、豚肉と混ぜ
て酢豚など、様々な料理に利用
できます。

（１）マンゴー
　沖縄を代表する熱帯果樹で、
濃厚な香りととろけるような甘
さ、ほどよい酸味が特徴です。
主に栽培されている品種は「アー
ウィン種」で、その美しい紫紅
色から「アップルマンゴー」とも
呼ばれています。
　ビタミン類やミネラル、カリウ
ムを多く含み、味、栄養価とも
に高く評価されています。

（7）その他熱帯果樹
　ビタミンＣが豊富に含まれ、
生で食べる他、ジュースなど加
工品としても利用されています。

パッションフルーツ

ドラゴンフルーツ タンカン

その他

くだものと
糖尿病

糖尿病を防ぐには、質、量ともにバランスのとれた食事をすることです。くだものを通
じてビタミン類、ミネラル、食物繊維を十分に摂るようにしましょう。日本糖尿病学会
では、「糖尿病食事療法のための食品交換表」において、糖尿病患者に対して1日 80
㎉の果物摂取を勧めており、これは、みかんでは２００グラム、りんごでは１５０グラム（い
ずれも可食部）としています。

くだものと
高血圧

高血圧は、脳卒中や心臓病などの引き金となります。高血圧になる主な原因は塩分（ナ
トリウム）の摂りすぎといわれます。くだものはカリウムを多く含み、ナトリウムの排
泄を促すので、高血圧予防に効果的です。

くだものと
脳卒中・心臓病

高血圧、高脂血症、動脈硬化などが誘因となって、脳の血管障害が起こると脳卒中、
心臓の血管が詰まると虚血性心疾患になります。これを防ぐには「栄養バランスのと
れた食生活」を心がけること、特にコレステロールを多く含む食品を控えるとともに、
コレステロールを下げる効果のあるビタミンＣ、フラボノイド化合物、食物繊維、さら
に活性酸素を除去するポリフェノール類やビタミンＥなどを多く含むくだものを食べる
ことが効果的です。

ビタミンC 抗酸化作用、鉄の吸収促進、白内障予防、ガン予防、抗ストレス効果等があります。
【かき、キウイフルーツ、みかんなど】

ビタミンA 視力を正常に保つ機能、皮膚を健康に保つ効果等があります。【みかん、かき、び
わなど】

 ビタミンB群 エネルギーの供給や老廃物の代謝に関与します。【バナナ、みかん、キウイフルー
ツなど】

ビタミンE 抗酸化作用、老化防止、高血圧、動脈硬化防止効果等があります。【キウイフルーツ、
もも、バナナなど】

カリウム 高血圧予防に最適です。【バナナ、キウイフルーツ、ももなど】

食物繊維 便秘予防、発ガン性物質の対外へ排泄、ビフィズス菌の増加促進等があります。【果
物全般】

ポリフェノール類 発ガン抑制効果、ビタミンCの機能を高めて毛細結果を丈夫にする、殺菌作用に
よる口臭の予防、動脈硬化予防等があります。【果物全般】

有機酸 疲労防止効果、貧血防止効果があります。【果物全般】

抗酸化作

■ 1世帯あたり年間生鮮青果物物購入量

総務省　家計調査結果　H17～ H19平均

省
・
統
計
局
家
計
調
査
結
果
）
と

約
６
割
程
度
で
あ
り
、
国
内
で
最

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■果物 200g（可食部）を接種するための目安量

■１人 1日当たり果物供給量の国際比較（2005 年）
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み
な
さ
ん
は
１
日
に
、
く
だ
も
の

を
ど
れ
位
食
べ
て
い
ま
す
か
？
く
だ

も
の
は
毎
日
食
べ
る
の
が
望
ま
し
い

の
で
す
が
、
で
は
具
体
的
に
ど
れ
位

食
べ
れ
ば
体
に
よ
い
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

　

平
成
17
年
度
に
１
日
当
た
り
ど
の

よ
う
な
食
品
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら

良
い
か
と
い
う
目
安
で
厚
生
労
働
省

と
農
林
水
産
省
が
共
同
で
作
成
し
た

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で
は
、

１
日
の
適
量
は
２
つ
（
み
か
ん
な
ら

２
個
程
度
、
お
お
よ
そ
２
０
０
グ
ラ

ム
）
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
み
な

さ
ま
に
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

く
だ
も
の
と
健
康
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
だ
も
の
に
は
栄
養
素

が
た
っ
ぷ
り
！

　

く
だ
も
の
に
は
、
多
く
の
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
類
、
有
機
酸
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
微
量
栄
養
素

は
野
菜
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
加
熱
・
調
理
に
よ
っ
て
失
わ
れ

る
も
の
も
あ
り
、
生
で
食
べ
る
果
物

は
こ
れ
ら
の
栄
養
素
の
摂
取
に
効
果

的
で
す
。

く
だ
も
の
を
あ
ま
り
食

べ
な
い
日
本
人

　

我
が
国
の
１
人
１
日
当
た
り
く
だ

も
の
供
給
量
は
昭
和
50
年
頃
ま
で
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
国
際
的
に

み
て
も
先
進
国
の
中
で
は
最
低
の
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
の
果
実
摂
取
量
は
１
０
７
・
５
ｇ

で
、
20
〜
40
歳
で
は
特
に
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ぼ

毎
日
く
だ
も
の
を
食
べ
て
い
る
人
の

割
合
も
38
・
２
％
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
沖
縄
県
内
を
み
る
と
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に

高
い
効
果
！

　

全
国
主
要
都
市
の
世
帯
当
た
り
の
平

均
購
入
量
２
４
９
ｇ
／
日
に
比
べ
、

那
覇
市
で
は
１
６
３
ｇ
／
日
（
総
務

0
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盛
岡
市

富
山
市

松
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宇
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長
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購
入
数
量
（
g
）

おぼえてください！合い言葉は“毎日くだもの200グラム！”

沖
縄
の
熱
帯
果
樹
の
栄

養
素
は
？

　

沖
縄
で
は
、
様
々
な
熱
帯
果
樹
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
特
に

注
目
を
集
め
て
い
る
代
表
的
な
く
だ

も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
、
く
だ
も

の
の
栄
養
素
と
そ
の
効
果
及
び
摂
取

の
必
要
性
は
、
健
康
増
進
と
生
活
習

慣
予
防
等
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
毎

日
の
食
生
活
の
参
考
と
な
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
農
林
水
産
省
で
は
果

樹
農
業
基
本
方
針
に
国
産
果
実
の
需

要
維
持
・
拡
大
を
位
置
づ
け
、
そ
の

取
組
の
一
環
と
し
て
「
１
人
１
日
く

だ
も
を
２
０
０
グ
ラ
ム
以
上
食
べ
ま

し
ょ
う
」
と
、
全
国
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
る
食
の
外
部
・
多
様
化
に
伴
い
、

く
だ
も
の
の
消
費
量
が
減
少
す
る
中

に
お
い
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
意
識
し

て
く
だ
も
の
に
手
を
伸
ば
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
れ
を
機
に
、
是
非

お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
！
【
合

い
言
葉
は 

〝
毎
日
く
だ
も
の

２
０
０
グ
ラ
ム
〞】 

で
す
。 Ⅴ

（６）スターフルーツ
　ポリフェノール類に富み、
抗酸化活性が高く、プロア
ントシアニジンも含みます。
スターフルーツのプロアント
シアニジンは、ラットでの
実験結果から糖類負荷によ
る血糖値と血中インシュリ
ン濃度の上昇を抑制する効
果が明らかになっています。

（５）パパイヤ
　野菜用の青ものには消化を
助けるタンパク質分解酵素のパ
パインが含まれています。熟し
た果物にはビタミンＣ、Ａなど
が多く含まれています。糖尿病
などの予防効果があると言わ
れており、健康はもとより美容
にも良いヘルシーな作物です。

（４）アセローラ
　アセローラはビタミンＣの塊
といわれるほど豊富であり、レ
モンの３０倍以上含んでいます。
ビタミンＣは体の酸化を防ぐ抗
酸化能力があり、風邪や生活習
慣病の予防にも効果がるといい
ます。また、肌をきれいにする
効果もあるといわれています。

（３）シークヮーサー
　代謝を活性化させ、疲労回復
や美容に効果のあるビタミンＣ
を多く含んでいるほか、ビタミ
ンＢ１、カロチン、ノビレチン
を豊富に含むヘルシーな果物で
す。ノビレチンという成分には、
ガンやリウマチを抑制する効果
があるといわれています。

（２）パインアップル
　タンパク質を分解するプロメリ
ンという成分が豊富に含まれて
いるため、肉料理と相性が良く、
他にもビタミンBや C、食物繊
維なども豊富に含まれています。
　また、フルーツとしてだけでな
くサラダやジュース、ゼリー、お
菓子の原料として、豚肉と混ぜ
て酢豚など、様々な料理に利用
できます。

（１）マンゴー
　沖縄を代表する熱帯果樹で、
濃厚な香りととろけるような甘
さ、ほどよい酸味が特徴です。
主に栽培されている品種は「アー
ウィン種」で、その美しい紫紅
色から「アップルマンゴー」とも
呼ばれています。
　ビタミン類やミネラル、カリウ
ムを多く含み、味、栄養価とも
に高く評価されています。

（7）その他熱帯果樹
　ビタミンＣが豊富に含まれ、
生で食べる他、ジュースなど加
工品としても利用されています。

パッションフルーツ

ドラゴンフルーツ タンカン

その他

くだものと
糖尿病

糖尿病を防ぐには、質、量ともにバランスのとれた食事をすることです。くだものを通
じてビタミン類、ミネラル、食物繊維を十分に摂るようにしましょう。日本糖尿病学会
では、「糖尿病食事療法のための食品交換表」において、糖尿病患者に対して1日 80
㎉の果物摂取を勧めており、これは、みかんでは２００グラム、りんごでは１５０グラム（い
ずれも可食部）としています。

くだものと
高血圧

高血圧は、脳卒中や心臓病などの引き金となります。高血圧になる主な原因は塩分（ナ
トリウム）の摂りすぎといわれます。くだものはカリウムを多く含み、ナトリウムの排
泄を促すので、高血圧予防に効果的です。

くだものと
脳卒中・心臓病

高血圧、高脂血症、動脈硬化などが誘因となって、脳の血管障害が起こると脳卒中、
心臓の血管が詰まると虚血性心疾患になります。これを防ぐには「栄養バランスのと
れた食生活」を心がけること、特にコレステロールを多く含む食品を控えるとともに、
コレステロールを下げる効果のあるビタミンＣ、フラボノイド化合物、食物繊維、さら
に活性酸素を除去するポリフェノール類やビタミンＥなどを多く含むくだものを食べる
ことが効果的です。

ビタミンC 抗酸化作用、鉄の吸収促進、白内障予防、ガン予防、抗ストレス効果等があります。
【かき、キウイフルーツ、みかんなど】

ビタミンA 視力を正常に保つ機能、皮膚を健康に保つ効果等があります。【みかん、かき、び
わなど】

 ビタミンB群 エネルギーの供給や老廃物の代謝に関与します。【バナナ、みかん、キウイフルー
ツなど】

ビタミンE 抗酸化作用、老化防止、高血圧、動脈硬化防止効果等があります。【キウイフルーツ、
もも、バナナなど】

カリウム 高血圧予防に最適です。【バナナ、キウイフルーツ、ももなど】

食物繊維 便秘予防、発ガン性物質の対外へ排泄、ビフィズス菌の増加促進等があります。【果
物全般】

ポリフェノール類 発ガン抑制効果、ビタミンCの機能を高めて毛細結果を丈夫にする、殺菌作用に
よる口臭の予防、動脈硬化予防等があります。【果物全般】

有機酸 疲労防止効果、貧血防止効果があります。【果物全般】

抗酸化作

■ 1世帯あたり年間生鮮青果物物購入量

総務省　家計調査結果　H17～ H19平均

省
・
統
計
局
家
計
調
査
結
果
）
と

約
６
割
程
度
で
あ
り
、
国
内
で
最

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■果物 200g（可食部）を接種するための目安量

■１人 1日当たり果物供給量の国際比較（2005 年）
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沖
縄
県
恩
納
村
に
設
立
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
科
学

技
術
大
学
院
大
学（
仮
称
）。　

　

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技

術
研
究
基
盤
整
備
機
構
は
、
そ
の

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構

想
の
推
進
な
ど
を
目
的
と
し
た

組
織
で
す
。　

●

　

昨
年
、11
月
9
日
に
、沖
縄
県
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
う
る
ま
市
）
に

お
い
て
、県
民
の
皆
様
を
対
象
に
施

設
を
一般
公
開
し
、機
構
の
活
動
内

容
と
科
学
の
楽
し
さ
、
素
晴
し
さ

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

O
PEN

 H
O
U
SE 2008

を
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
、代
表
研
究
者

に
よ
る
講
演
会
、
普
段
見
る
機
会

の
少
な
い
研
究
室
を
見
学
す
る
ラ

ボ
ツ
ア
ー
、
科
学
実
験
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、
来
場
者
数
が
お
よ
そ

6
3
0
名
に
至
る
大
盛
況
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

代
表
研
究
者
が
研
究
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
講
演

•
情
報
処
理
生
物
学
ユ
ニ
ッ
ト

　

丸
山
一
郎 

博
士
「
細
胞
表
面
の
１

分
子
を
見
て
み
よ
う
！
」

•
神
経
計
算
ユ
ニ
ッ
ト

　

銅
谷
賢
治 

博
士
「
脳
を
つ
く
る
こ

と
で
理
解
す
る
」

•
発
達
神
経
生
物
学
ユ
ニ
ッ
ト

　

ゲ
イ
ル・ト
リ
ッ
プ
博
士
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
こ
ど
も
研
究
所
設
立
に
向
け
て
」

研
究
内
容
の
展
示
及
び
科
学
実
験
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

〝
ふ
れ
て
み
よ
う
科
学
の
世
界
〞

　

日
ご
ろ
の
研
究
内

容
を
一
般
の
方
々
に

ご
紹
介
す
る
た
め
に

工
夫
を
凝
ら
し
た

研
究
内
容
の
展
示

や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョン
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。実
際
に
電
子
顕
微

鏡
を
使
って
身
近
に
い
る
昆
虫
の
眼

な
ど
の
観
察
や
、海
の
生
き
物
や
ロ

ボ
ッ
ト
に
触
れ
る
等
の
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
マ
リ
ン
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
ユ
ニ
ッ
ト

（
代
表
研
究
者
：
佐
藤
矩
行 

博
士
）

　
「
海
の
生
き
物
の
ゲ
ノ
ム
を
探
る
」

•
発
生
分
化
シ
グ
ナ
ル
研
究
ユ
ニ
ッ

ト（
代
表
研
究
者
：
メ
リ
ー
・
ア
ン
・

プ
ラ
イ
ス 

博
士
）

　
「
果
物
か
ら
D
N
A
を
取
り
出

し
て
み
よ
う
！
」

　
「
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質

（
G
F
P
）： 

光
る
魚
、ハ
エ
、虫

を
見
て
み
よ
う
！
」

•
G
0
細
胞
ユ
ニ
ッ
ト
（
代
表
研
究

者
：
柳
田
充
弘 

博
士
）

　
　
「
細
胞
の〝
増
え
な
い
〞し
く
み
」

•
神
経
計
算
ユ
ニ
ッ
ト
（
代
表
研
究

者
：
銅
谷
賢
治 

博
士
）

　
「
ネ
ズ
ミ
型
ロ
ボ
ッ
ト
の〝
脳
〞

を
つ
く
る
」（
内
部
英
治 

博
士
）

　
「
脳
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
解

読
す
る
」（
伊
藤
真 

博
士
）

ラ
ボ
ツ
ア
ー

　
「
研
究
者
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
働

い
て
い
る
の
？
」
と
い
う
疑
問
に
お

こ
た
え
し
、
普
段
は
見
る
機
会
が

少
な
い
研
究
室
を
ご
案
内
し
ま
し

た
。

　　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
は
、「
興
味
の
あ
る
こ
と

ば
か
り
で
良
か
っ
た
。特
に
脳
に
つ

い
て
の
学
習
の
仕
方
に
興
味
が
わ
い

た
」、「
科
学
は
夢
が
あ
っ
て
楽
し

い
」、「
学
習
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」、「
バ
ナ
ナ

か
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
は
興

味
深
か
っ
た
」、「
日
頃
立

ち
入
る
こ
と
が
出
来
な
い

研
究
室
で
最
新
機
器
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
の
多
く
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

OPEN HOUSE 2008について
独立行政法人 沖縄科学技術研究基盤整備機構 一般公開

※
O
I
S
T
と
は
、
沖
縄
科
学
技

術
大
学
院
大
学
の
略
称

（O
kinaw

a Institute of 
Science and T

echnology

）
発達神経生物学ユニット：
ゲイル・トリップ 博士

顕微鏡を使って海洋生物を観察

ネズミ型ロボットに触れる

バナナのDNAを抽出する実験

ラボツアー
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i n format ionお 知 ら せ
平成２１年度消費者モニター募集

【郵　送　先】
〒９００－０００６　那覇市おもろまち２丁目１番１号

内閣府沖縄総合事務局総務部公正取引室
TEL０９８－８６６－００４９

募集締切：平成２１年２月１３日（金）＜当日消印有効＞

　

①
郵
便
番
号
・
住
所

　

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

③
電
話
番
号

　

④
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

⑤
年
齢　

　

⑥
性
別　

　

⑦
職
業
（
例
：
会
社
員
，
専
業
主
婦
，
パ
ー
ト
）

　

⑧
家
族
構
成
（
同
居
家
族
）
／
続
柄
，
年
齢

　

⑨
お
住
ま
い
の
最
寄
バ
ス
停
又
は
モ
ノ
レ
ー
ル
駅
名

　
　

（
所
要
時
間
）

　

⑩
応
募
理
由
（
1
5
0
字
程
度
）

●価格カルテルや不当表示などを規制して消費者の利益を守るためには皆さんの御
協力が必要です。

　あなたも消費者モニターとなって行政に意見を反映させてみませんか。
　20歳以上の方ならどなたでも応募できます。

●応募される方は、ハガキに
　①郵便番号・住所
　②氏名（ふりがな）
　③電話番号
　④電子メールアドレス（携帯電話不可・お持ちの方のみ）
　⑤年齢　
　⑥性別　
　⑦職業（例：会社員、専業主婦、パート）
　⑧家族構成（同居家族）／続柄、年齢（例：夫40、子9）
　⑨お住まいの最寄バス停又はモノレール駅名（所要時間）
　⑩応募理由（150字程度）
　を記載して、下記の住所まで郵送してください。

●「平成２１年度消費者モニター」になっていただく方には、平成２１年４月上旬
に応募者御本人に通知（郵送）いたします。

※採用されなかった方には、御連絡はいたしません。あらかじめ御了承ください。
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広
報
誌
／
第

321
号
  編
集
・
発
行
／
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部
総
務
課

〒
900-0006 沖

縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
2丁
目
1番
1号
　TEL.098-866-0031・

0044（
代
表
）　

広報誌【群星】に対する「皆様の声」をお待ちしています。

1
2

2009

第
25
回　

伝
統
的
工
芸
品
月
間

     

図
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

図画部門

作文部門

題　

名
：
琉
球
ガ
ラ
ス
を
作
る
お
兄
さ
ん

氏　

名
：
仲
地 

嬉
子

学
校
名
：
読
谷
村
立 

古
堅
南
小
学
校
５
年

題　名：壺屋焼のマイカップ
氏　名：大城 さゆり
学校名：名護市立 大宮中学校２年

題　名：南風原の宝
氏　名：川平 千亜希
学校名：南風原町立　南風原中学校３年

〈
全
国
賞
〉

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞

沖縄県知事賞

〈全国賞〉伝統的工芸品月間推進会議議長賞
内閣府沖縄総合事務局長賞

全
国
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞




